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資料紹介
『ソビエト大百科事典』初版 (1)
一関西大学図書館所蔵のものについて一一
? ? ?
ー
最近，関西大学図書館は， 1926年から 1947年にかけて刊行された「ソビエト大百科事
典」 (BOJiblll8HCoBeTCKaH 3皿HKJIOIIe仄皿）初版，全66巻を購入することができた。
B.C.3. または BC3と略記される「ソビエト大百科事典』は， この初版の刊行が完了し
た後，間もなく， 1950年から1960年にかけて第2版が出され，さらに1970年以降，第3版
が刊行中であって， その意味では， 初版は，現在， 日常的に利用されているわけではな
い。第2版第1巻の「編集部より」という序文は，第2版刊行に四分の一世紀も前にはじ
まった「初版は，当然のことながら，もはや，ソ連邦および外国の国民生活に生じた巨大
な変化や，ソビエトの科学，技術，文化の現在の水準を反映していない。初版の項目（論
稿）の大部分は， 明らかに古くさくなった。それに加えて，多くの項目は， ひどい理論
的，政治的誤りを含んでいる」と評しているし，第3版序文になると，初版については，
もはや言及さえしない1)。
けれども，また逆に，初版はその刊行時期と，「古くなり，理論的，政治的にひどい誤
り」とされるその内容ゆえに，今なお興味をひくし，やはり理論的，歴史的な価値をもっ
ているように思われる。 1926年から1947年といえば，ネップ期から第二次大戦終了後まで
の20年以上であり，その間，ソ連邦では，スターリン体制の成立，支配を中心に，さまざ
まな政治的，社会的変動があった。それらが，政治学，経済学，歴史学を中心とする多く
の学問分野に，非常な影響と変化をあたえてきたことは，一般的によく知られていよう。9
それゆえ， この初版の刊行をたどり， その内容の変化を追跡することは，場合によって
1) BC3, H3J. 2-e H 3-e, T. 1, OT peJJ.aKUHH. 
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は，ソ連邦の全歴史的変化と関連し，その反映を跡づけることにもなる。さらに，個々の
論稿についても，当時における評価，水準を知るに便であるばかりでなく，今日のソビエ
ト文献では必ずしも明示されていない点を知る上で有益でないかと推定され，事実，そう
した形で利用されている例を，西側の文献ではあげることができる2)。
ただ，本書はかなりな希艘本であり，初版全巻を蔵する図書館は，内外共にあまり多く
はなかったようである。もちろん，大英図書館やアメリカ謙会図書館には揃っており，日
本でも，国会図書館が第二次大戦後にほぽ揃いで購入したが，それが，日本で蔵書目録に
もっとも揃って記されたものであり，他では東大に部分的に存在することが発表されてい
たにすぎない3)。そこで，本学における購入を機会に， その一端を紹介し，今後の利用
の参考に資したいと考えたのであるが，正直なところ，ソビエトにおける出版物一般につ
いての基礎的知識の乏しいわたくしには，思わぬ誤解が多いであろうことを自覚するだけ
でなく，末だ調査の不十分もあって，確信しかねる疑点も多い。極端にいえば，本学で購
2)たとえば，重田晃一学兄に教えていただいた G.Katkov, The Trial of Bukharin, 
London, 1969は，プハーリンの弟子マレッキー（八.TI. MapeuxHif)による＜ブハーリ
ン＞の項目 （第8巻所収） を利用しているし, R. V. Daniels, The Conscience of 
the Revolution, Harvard U.P., 1960 (邦訳『ロシア共産党党内闘争史」現代思潮社，
1967年）， AppendixIは， 中央委員会の構成について，第60巻を利用している。ソビ
エト文献で言及されている例は，残念ながらあげることができない。
3) British Museum, General Catalogue of Printed Books to 1955, compact ed., 
vol. 8, p. 141; U. S. Library of Congress, Library of Congress and National 
Union Catalog, Author Lists, 1942-1962, vol. 18, p. 287. 『国立国会図書館蔵書
目録・洋書篇I」(1963年） 1233ページ（欠巻は第27,50-55巻と別巻），および西村庚
「国会図書館の露文資料と目録について」（『ナウカの窓』第6巻第11号， 1960年） 2ペ
ージ。東京大学教養学部教養学科図書室には，第2,18, 20, 22, 27, 43, 57, 59, 60, 
63巻の計10巻があるが（『東京大学所蔵ロシア・ソヴェト関係図書目録」第2冊〔I〕，
1959年， 224ページ），これは，第43巻 (1939年）を除いて， 1926-1936年間のものであ
る。『北大スラヴ研究施設・欧文図書目録1953-1965』(1966年）には，本書を見いだす
ことができなかった。 （この蔵書目録の調査にあたっては，関西大学図書館図書課長万
里小路通宗氏の御教示をうけた。）
なお，今日までの目録類には記載されていないけれども，種々のルートと形態で一―-
揃って．または部分的に一ー所蔵せられているものがあるとは聞いており，さらに．本
学と相前後して．関西地方でも他に 2セットほどが購入されたとかいうことである。こ
の点は，今後，照合等の御協力をえたい。
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入した全巻全頁が果して全部ほんとうに初版か否かとの基本的な点についても，一応の理
由と確信に止まるにすぎない。それゆえ，以下における紹介も， 「本学所蔵」のものとの
限定を付した上の，文献的，形式的側面を主とするものにすぎず，これによって他の所蔵
諸機関や事情に詳しい諸先学の御教示をえたいというノートに他ならないことをお断りし
ておきたい。そして併せて，大小にかかわらず「初版」について，御教示を賜わらんこと
を，とくにおねがいする次第である4)。
?
さて，本書は通常， BC9の「初版」 (nepaoeH3仄aHHe) といわれており，わたくしも
そのようによびはするけれども，本書の標題紙にはもちろんのこと， 印刷関係事項， 目
次，さらには「編集部より」といった箇所において，そのような記載，表現がはじめから
あるわけではない。この点は，第2版，第3版たる旨が標題紙に記されている以後の版と
は相違し，本書が「初版」といわれるようになったのは，後に，第2版が予想，準備され
ることによってそうなったようである5)。
そうした意味での「初版」たる本書は，既述のように，全部で6躇きから成り立っている
が，そのうち，第1巻から第65巻までは，アルファベット順の「本巻」である。他の 1巻
は，刊行順位からいえば最後に出たのであるが， 第66巻とは記されておらず， 「ソ連邦」
(Co103 CoBeTCKHX CouHaJIHCTH'leCKHX Pecny6J1HK) と題された「別巻」である6)。
-4)註2),3)に一端を記したように，本書の購入，調査には．さまざまな点で．図書館関
係者一同の， とくに万里小路通宗氏の非常な御協力と御教示をえたし，重田晃一，平井
友義両学兄をはじめとする先学諸兄に教えていただいたところが多い。もちろん，本稿
の誤りの責任は筆者にあるが，関係各位に厚く感謝の意を表したい。
S)第7節で引用するように．第2版について語られるようになるのは，既刊部分への批
判，編集部の再編成をのべた第65巻 (1931年）の序文が最初であり．本書を「初版」と
よんだのは，第55巻 (1947年）の「おしらせ」（第9節参照）が最初， ついで「別巻」
序文ぐらいのように思われる。いずれも，その時期が注目されるのであるが，第65巻の
後に出た第64巻の＜百科事典＞の項目では．まだ，本書を「初版」とはいっていない。
i6) 「本巻」「別巻」と訳したのは， BC3,H3JJ.. 2-e, T. 49, ≪simHKJione11.H.11≫, crp. 109 
における OCHOBHOiiTOM とoco6国lTOMとの表現による。初版第55巻の「おしらせ」
では， KaKJJ.OilOJIHHTeJibH国lTOMと表現されているから「補巻」と訳してもよいが，
追加項目を収めたものではないという意味で，「別巻」としたい。
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このような「ソ連邦」を省いたアルファベット順の本巻と「ソ連邦」と題された特別の
1巻という構成は，全53巻の第2版でも引きつがれるけれども，初版の方には，第2版に
おけるような「補巻」も「全巻索引」の巻も存在しない7)。「補巻」 という形ではとても
もはや補充，訂正できないような， 20年余の変化と結びつく大きな補充と訂正の必要があ
ったことが，初版の刊行完了早々に第2版を刊行させることとなったし，改めて初版の「索
引」をつくらせるようなことはなかった理由であると思われる8)。その意味では，本書は
刊行完結早々，半ば見棄てられたともいえるわけであるけれども，後にみるようなその刊
行史をたどれば，まだしも未だ途中で放棄されなかったことに感心すぺきかも知れない。
それはともかく，各巻とも，表紙の縦寸法27センチメートルのB4判，装禎は，刊行時
期で多少の差はあるものの大差はなく， 背表紙は赤， 他は黒の布製本である 9)。ページ
付けは，各ページごとではなく， 1ページが2欄 (cTOn6eu)に分れたその縦欄ごとに数
字の付せられた，いわゆるコラム・ナンバー (Numberof columns, 欄数）であって，
欄数は，本巻では通常800-1,000程度，別巻のみは 1946CTOJl6.+LXXX CTp. と倍以上
の「大冊」である。
そして， それらに印刷されているのは，全部で約1億6千万字 (4TbIC四 3BTOpCKHX
皿 CTOB), とりあげられている名辞（項目）〔CJIOBO,TepMHH (craTbH)〕は，約6万5千
であるとされている。後者，すなわち，約 6万 5 千の項目中， 3~-eーセントが「自然科学
および技術の問題」に関する項目であり，この比率は，第2版の50バーセントに較べれば
低いものの，初版第1巻「序文」で，従来のものより自然科学によりスペースをとりたい
旨が語られていることは，注目される10)。
7)第2版では，第50巻が「ソ連邦」，第51巻が追加項目と「執筆者一覧」等を収めた「補
巻」であり，他に 2 巻の一—一巻番号なしの一「アルファベット順索引」がある。
8)第1節で引用した第2版第1巻の序文はその感を稟づける例である。そして， 「全巻
索引」はもちろん，後述のように「主要項目とその執筆者一覧」を欠く巻があるため．
現在．われわれにとって極めて不便であることは否めない。
9)本学で購入したものの中には，巻により，個人や機関の蔵書印がおされているものが
すこしある。たとえば，別巻には， BYIBJIYIOTEKA/KaHI{e皿 p皿 TTpe3H.zlHyMa/UK
Knee c党中央委員会幹部会事務局図書室）とあり， それらからみて，数力所より集
められて揃えられたものであろうと推定される。
10) 「序文」の意図が実現したのか否かはにわかに判じえないが，一応，帝政時代のもの
よりはかなり増加したとはいえよう。なお，ここで挙げた所収項目等に関する数字は，
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さらに同様の数字をあげておけば， 1万2千の挿画 (HJIJIIOCTpau,皿）と1千以上の地図
(KapTa)が含まれているということであり 11),全体的に，百科事典としてはやはり「大
百科」にふさわしいものであるといえよう。本書の構成のうち，比較的問題のすくなそう
な点についていえば，ほぼこうしたことがいえるのである。
?
つぎに，本書の刊行経過であるが， その出発については本書第6躾き (1934年）にある
＜百科事典＞の項目の中で， 当時の「全体監修者」の一人であるメシュチェリヤーコフ
(H. Me~ep皿OB) がソビエトの百科事典について書いていることが参考になる。それ
によると，「10月革命後はやばやと，すでに国内戦の時期に，百科事典の刊行に着手する
必要性がソビエト権力によって認識された。」そして， 1920年に成立した国立出版所は，
とりあえず「グラナート百科事典」の刊行継続を試みたりもした。「他方， レー ニンは，
10月革命後の第一年目に，新しい，さほど大きくない一般的なソピエト百科事典を創ると
いう課題を提起していた。国内戦の終結とともに，この課題を解決するための一連の試み
が（なかんずくコム・アカデミーによって）なされた。しかし最初の試みは，経験ある編
集要員とマルクス主義の知識をもった執筆者の不足のために，失敗に終った。 1924年にい
たって，やっとこの困難で複雑な課題の解決に着手することが可能であると認められた。
この基礎（はじめ）は，ソビエト大百科事典によっておかれた」 とされている12)。 こう
して，革命後早々から，その必要性と試みのあったことが知られるのであるが，ために，
ソ連邦中央委員会幹部会 (llpe3H.llHYMUHK CCCP)の決定があり，それにもとづいて，
「大百科事典」の刊行は行なわれたのであった18)。
ただ，ここで問題になってくるのは， その刊行が開始された時期である。さきに，註
3)であげた各地の蔵書目録においては，いずれも1926年からと記されており，本学のも
BC3, H3A. 2-e, T. 1, 51. OT pe仄8KUHHによる。
11) BC3, H3八.2-e, T. 49, ≪9HUHKJIOlleA皿≫,crp. 109. 
12) BC3, H3仄.1-e, T. 64, ≪9HUHKJione八HSI≫,CTOJI6. 499. 
13) BC3, H3仄.1-e, T. 1, OT peAaKu皿； H3A. 2-e, T. 49, CTp. 109. ソビエトの『大百
科事典」は，第2版， 第3版ともに， 第1巻序文に「閣僚会議」またはそれに加えて
「党中央委員会」の決定による旨が記されている。初版のばあい，決定の日付け，内容
については，未だ確認していない。
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のも，また第1巻から第3巻までの標題紙には， 1926年と記されている。それゆえに，ゎ
たくしも本稿の冒頭で「1926年から1947年にかけて刊行された」と書いたのであるが，ゾ
ビエトでの文献では，このことに多少問題を感じさせる記述にも出会うのである。という
のは， たとえば， BC9の第2版第1巻の「編集部より」では， 「初版は1926年に着手さ
れた」 (TiepBoeHS仄a皿 eBC9 6wo Ha'laTo B 1926 ro仄y) とあるかと思えば， その
第49巻の＜百科事典＞の項では，「1925年に． ソ連邦中央委員会の決議によって， 初版が
着手され， 1947年にいたって完成された」 (B1925 no nocraHOBJieHHIO UHK CCCJ> 
()hIJIO Ha'laTO 1-e HS仄aHHe≪B.C. 9.≫, saBepw紐HoeK 1947) とくいちがってくる。
さらに第51巻の「編集部より」には， 「第2版は， 1924年から 47年に出た初版よりもは
るかに完全である」 (2-eHS邸 HHeBC9 SHa'IHTeJibHO IlOJIHee Bblllle]J.Jllero B 1924-
47 rr. 1-ro HS邸 H皿 6C9) とのべられている14)。換言すれば，同じ第2版の中で．
1924年， 25年， 26年の三つの年があげられているのであって， しかも， 25年説と26年説
は，おなじ表現 (ohIJIOHa可aro)をとっている。
同様の例をあげると，『ソビエト小百科事典」 (MC9)第3版第10巻の＜百科事典＞の
項では，「1925年から47年に初版が出た」〔BCCCP B 1925-47 B印皿0 1-e H3仄.≪B. C. 
9.≫(66 TI,)〕 と25年説である15)。さらに，前ページにひいた BC9初版のメシュチ
ェリヤーコフの論稿では， 1933年までに出たもののリストを掲げ，「大百科事典 (1924年
から）； AからHまでの27巻と， 3のはじめから只までを含む第63巻，第64巻， 第65巻
が出た」〔B.C.9.(c 1924) ; B皿皿027 TOMOB OT A八o1 H 63-lt, 64-lt H 65-lt TOMa 
OT Ha可ana9仄〇只 BKJIIO'IHTeJibHO〕といっている16)。
こうした始期のくいちがいは，なにを意味すると解すべきであろうか。始期を，中央委
員会（幹部会）の決定の時期にとるか，編集の開始にとるか，印刷着手の時期にとるか，
あるいは現実の発行にとるかといった始期のとり方の差と理解することも一つである。ま
た， 1926年という標題紙を信じ，他を単なる誤解，誤記と解することも一つである。事
実，初版についてのみならず，第2版等についてもソビエト文献で表現の差があること
14) BC9, H3仄.2-e, T. 1, OT pe仄axu皿； T. 49, CTp. 109; T. 51, OT pe.naKUHH. 
15) MC9, H3仄.3-e, T. 10, CTp. 952. 
16)ここに記された刊行順序の問題と，実際にはAからHまでの27巻全部はでていなかっ
たのではないかという点については，第7節を参照。ここでは，始期のみに注目したい。
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を考えると17), 上述の可能性の範囲で解決すべきであると考える。けれども，また，メ
シュチェリヤーコフは第1巻いらい， 1937年はじめに編集部が一新されるまで， 「全体監
修者」の一員たる地位を占め，またその間「編集主幹代理」 という形で， 具体的・実務
的にもこれに関係したことを考えるなら， 「1924年から」との記述も無視できない。ある
いは，事実， 1924年になんらかの形で第1巻とか，他の 1部の巻が出された，しかし，そ
れは一種の「試版」的意味をもったもので流布しなかったというようなことも，全く考え
られないことでないようにも思われるが18), 疑問は解けない。
なお，ここで，当初の計画についてのべておけば，当初は全30巻，各巻240万字程度で〔B
60皿CTOBaBTOpCKIIX (no 40,000 3H8KOB)〕，印刷紙 (16ページ）にして25-27枚， 他
に 8-10枚の彩色地図と各印刷紙当り 20程度の（その一部は彩色）挿画を予定する旨
が，うたわれている19)。第2節でのべた結果と較べると， 1巻当りのページ数，地図枚
数等はほぽ予定どおりであったが，巻数が 2倍以上になったわけである20)。このこと
は，多分， 1928年から31年にかけて，全10巻の『小百科事典』初版が刊行されたというこ
17)たとえば，「大百科事典」第2版は， 標題紙に発行年がなく， 標題紙襄面の下段と巻
末に，「本巻は1949年12月15日印刷に着手した」 (TOMIlO,ll;IlHCaH K ne'laTH)という
記載—初版でも 1932年以降は記されるようになった記載ーがあるだけである。その
ためであろうか，いくつかのいわれ方をしている。すなわち， 「1949年2月から， 閣僚
会継の決定により，第2版が刊行されている (BhlnyCKaeTCSl2-e H3仄aHHe)」(BC3,
H3八.2-e, T. 49, crp. 109.)。「閣僚会諮の決定により 1949年に計画された第2版……
は， 1950年から1958年の間に50巻が刊行された (6bIJIOBhlilyll¥eHO B CBeT)」 (BC3, 
H3八.2-e, T. 51, OT pe.naxu皿）。「1949年から59年にかけて， 51巻の第2版が実現され
た (ocyll¥eCTBJieHo)」(MC3,Hs,n. 3-e, T. 10, cTp. 952.)。しかし，これら第2版につ
いての差は，刊行「決定」の時期と「発行」の時期の問題として解し得そうである。と
すると，初版のばあいも同様となり，ただその刊行「決定」時期が24年か25年かを解決
すればよいことになろうか。
18)たとえば，『プレハーノフ著作集」のばあい， 1920年に第 1巻が出たが，そのあと改
めて，これとは内容の異なる第1巻が1923年に出，以下24巻までつづいたといったこと
がある。田中真晴「ロシア経済思想史の研究」（ミネルヴァ書房， 1967年） 112-114ペ
ージ参照。
19) BC3, H3凡 1-e,T. 1, OT pe,naKUHH. 
20)途中での巻数の拡大について，正式に予告したものは見当らなかったが，第19巻 (19
30年）巻末の「広告」では，「大体の規模」として「75巻以上にはならない」 としてい
る。
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とと，すなわち，早期に別に小百科を出して完結させるということや，逆にそれによって
大百科はより大規模化されるといったことと，関連しているように思われる。さらにつけ
加えれば， 全11巻の「小百科事典」第2版は 1933-40年， 1947年に出されており， この
「小百科事典」の二つの版の刊行経過との関連も， 問題になりうるであろう。『小百科事
典」の第2版と『大百科事典』初版とは，同じ年に終ったわけである21)。
?
ところで，すで1このべたように，本学所蔵のものの刊行年は，標題紙の記載によれば，
1926年から1947年におよぶのであるが，今，それをしめせば，つぎのようになる。多少紙
面をとるけれども，各巻のアルファベット順の収録範囲を，あわせてかかげておこう（第
1表）。
巻発行年 収録範囲
1 : 1926(A-AKoJIJia) 
2 : 11 (AKOHH← AHpH) 
3 : 11 (AHpHo-ATOKCHJI) 
4 : 1930(ATOJIJibI-Bap皿HHa)
5 : 1927(BapbIKOBa-BeccaJibKO) 
6 : 11 (BeccapaonH-BoJihM) 
7 : 11 (BOJibH皿a-6邪OBHHa)
8 : 11 (B邪OB碑ーBapJie)
9 : 1928(BapJieH-BeHrJie釦H)
10 : 11 (BeHrpHll-BHJibHO) 
11 : 1930(BHJihOM-Bo仄eMOH)
12: 1928(Bo仄eH-BOJIXOBCTpott)
13 : 1929(BoJitiaHKa-Bbic皿 l)
第1表
巻発行年 収録範囲
14 : 11 (BbIClllee—re釦JIHHKC)
15: 11 (feHJib6poH-fepMaHH只）
16 : 11 (fepMaHH只—fHMH)
17: 1930(fHMH83HH—fopoBH[(b!) 
18: 11 (fopo几—fpau)
19 : 11 (fpauH狐 eH-fypbeB)
20 : 11 (fypbeBKa一八euKH)
21 : 1931(八e釦JIH—仄況YT)
22 : 1935(八氷yuaーハoroeopToproBhlH) 
23: 1931(江〇JJ,e-Eepa3暉）
24 : 1932(EepeHー 氷eJie3HHKOB)
25: 11 (氷eJie3o-3a3op)
26 : 1933(3a3y6Hble-3epHOBb!e) 
21) EC9初版の最後は，通常 1947年として記載されているが， 註3)にあげた British
Museumのカタログに，〔Anothercopy〕として， TOM1-27, 29, 36, 37, 39-45, 51, 
52, 55, 57-65. があげられているさいと， 『国立国会図苔館蔵書目録」とは， 1926-48. 
となっている。これは，誤植でなければ， 1948年に上述のどれかの巻の「増刷」があっ
たことをしめすものであろう。
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27 : 11 (3epHOBble-l1MnepHaJIH3M) 
28 : 1937 (11MnepHaJIHCT四 ecKa只 BoflHa
-11HTepnoJI皿皿）
29 : 1935 (11HTepnoJI皿皿ー 11crnp四 e-
CKOe只3blKOBe訳 HHe)
30 : 1937Cl1cTOpHH-KaM6呻OpM)
31 : 11 (KaM60.Q,Ka-Kay中MaHaITHK) 
32 : 1936(Kay'!yK-KJiaccoH) 
33 : 1938(KJiaccbl―KoHKype皿暉）
34 : 1937(KoHKypc-KpeCTbHHCKaH Bo-
flHa) 
35 : , (≪KpecTb只HcKaHfa3ern≫-Jla-
pcoH) 
36 : 1938(JlapTe-JlHJIJIO) 
37 : 11 (JlHJIJib-MaMMaJIOrH只）
46 : 11 (IToJia-ITpH3MbI Om四 ecKHe)
47 : 11 (ITpH3HaKH江eJIHMOCTH-PaBe-
HCTOH) 
48: 194l(PaBH-Po66Ha) 
49 : 11 (Po6ep-P四Ha只 fpaHarn)
50: 1944(P四HoeOrHecTpeJibHOe Opy-
淑He-Cep皿 HT)
51 : 1945(CepHa-CoaepnaHHe) 
52 : 1947(CoaHaHHe-CTpaTerH只）
53 : 1946(CTpaTHrpa中皿ーTeJien)
54 : 11 (TeJienKoe Oaepo-TpHxo巾H・
TH.ff) 
55: 1947(TpHxonHCTbI-YKpaHHCKoe 
HcKyccrno) 
56 : 1936(YKpaH~eBー中a只HC)
38: 11 (MaMMH⑬ pHH -Mepa CrnH- 57 : 11 (<l>eaKH-<l>Jiop) 
MOCT!i) 58 : 11 (<PJiopaー <Pp8H!lli51)
39 : 11 (MepaBH-MoMOTbI) 
40: 11 (MoHa仄a-Hara)
41 : 1939(HaraH-H皿 epJJaH八cKoe l1c-
KYCCTBO) 
42: 11 (H皿 epJJaH,nbI―OKJJaroMa)
43: 11 (OKJJa,nHoe CTpaxoaaHHe—ITa-
JJHaWBHJJH) 
44 : 11 (ITaJJH3a-ITepeMhI'IKa) 
45 : 1940(ITepeMbIWJJb-IT。JI)
59 : 1935⑲ paHl¥03-XoKycaH) 
60 : 1934(XoJiaHrnT-U只Hb)
61 : " (t.J:-lllaxT) 
62 : 1933(lllaxrn-b) 
63 : " (3-3JieKTpO中OH)
64 : 1934(3JieKTpo巾op-3如e,llpHH)
65: 1931(3卯eMepH.llhl―珈）
別： 1947(Co10a CoBeTCKHX ConHa-
皿 CT四 ecKHXPecny6JIHK) 
一見すればわかるように発行は，必ずしもアルファベット順でなく，時々おくれた巻
や逆順の巻がある。それゆえ，その刊行経過をみるため，発行年代順に並べかえ，それに
ともなう監修者の変化や構成部分の変化を考察するとき，ほぼつぎのように，四つの期間
に分けることができるように思われる （第2表）。以下， ことわりなきかぎり，本稿では
すべて，この表によって第何巻から第何巻までと表現することにしたい。たとえば，第17
-19巻といえば，第17,18, 19巻のことではなく，第17,11, 18, 19巻を指す。
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第2表
第I期 (1926-1930年）
年 1928 1929 
巻 1, 10, 12 13, 14, 15 16 
監修陣記号 A 
? ? ?
17 
1930 
1,IBJ 19, 20 
?
H 
ー
第Il期 (1931-1936年）
1931 1932 
21, 
監修陣記号
23 
I' 
e5 I 24.25 
ー：一
J i ， 
26 
1934 
，ヽ 
61 i 60
＇ ， ,．， 
＇ i K'!K" i ， 
''1 
K" 
1933 
, ； 
27 i 63i 64*, 62 
l--l 
Ki K'i 
l' 
1935 
J' 
1936 
59, 2. 29 l 58
IL 
第lI期 (1937-1941年）
K"' M 
年 1937 1939 
巻 31, 28, 34 35 
1938 
36, 37*, 38133* 39 40 ) IQ― 41, 42, 43, 44 監修陣記号 ? ?
1940 I 1941 
竺I竺147148,49 
s l S'T 
細期 (1944-1947年）
I 年 11944ビ竺 1946 1947 
50 51 53 54 55, 52, 別巻
? ?? w 
註）太字，星印の意味については，本文の説明を参照。
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この第2表は，第1表をもとに，各巻を発行）順に配列したものであるが，星印を付けた
ものは，その点で多少説明を要する。ことに，第4巻，第64巻は，それぞれ1930年， 1934
年と標題紙に記されているのに， 1926年， 1933年のところにおかれているから，そうであ
ろう。けれども，その理由を説明するには，全体的な構成部分の変化とからめて論じる必
要があるので，その点はひとまず後まわしにし，第1巻の在り方から刊行の変化をたどり
たい。
まず，第1巻の構成部分を詳述すれば， 開巻すると最初， ハーフータイトル・ページの
表面には，④ 「ソビエト百科事典」と記された「出版所マーク」， その裏面には＠印刷所
•印刷部数記載があり，ついで◎標題紙である。◎標題紙裏面には，中段に，®出版所・
印刷関係の機関と責任者名が列記されており，つぎに，◎「編集部より」という 2ページ
ばかりの序文，そして，R編集関係者の死亡通知のページがある。その後，R部門別編集
分担者名簿，⑨第1巻および以後の執筆者一覧（計393名），R第1巻の「主要項目」とそ
の執筆者一覧，R第1巻の「挿画一覧」， ⑨略語表， ＠度量衡換算表とつづき，本文に入
るわけである。
このうち，④「ソビエト百科事典」の出版所マーク，＠印刷所• 印刷部数記載は，第21
巻以降は標題紙の裏面に移って 独立しt・ペ- ーソとしては—―—すなわちハーフータイトル
・ページは一一消滅する。◎標題紙の変化ーーとくに監修者の交代ー一—の重要性はいうま
でもなく，その氏名と変化は後述するが，同時に，＠標題紙裏面の記載形式の変化とその
内容•~いわゆる「出版• 印刷関係事項」一ーも，見のがせない。
◎の「編集部より」との序文があるのは，第1巻と第65巻，それに「別巻」の 3巻だけ
であり 22), (E)死亡通知も，もちろん全部にあるのではない23)。各巻の内容をうかがわせ
22) 「編集部より」 (OTpe仄aKUHH)との序文については，本稿では，その内容中，主と
して刊行（計画）関係の一部にふれたに止まる。三つの序文を，各時期の問題点，歴史
的状況とからめて全面的に紹介することは，別の機会にゆずらざるをえなかった。
23)編集関係者の死亡を報じている巻とその氏名を列記しておくと，つぎの通り。第1巻
(B. SI. Bprocos, M. B. <l>pyHae, A. A. <l>pH.zJ.MaH), 第6巻 (H.A. Po血KOB-(±)
欄の末尾），第12巻 (1.1. CTenaHOB・CKsopnos, 3. TI. CoJIOBbeB), 第15巻（仄.C. 
中ypCHKOB-(±)欄の末尾），第24巻 (M.H. TioKposcKHil:, M. B. BOJib中COH,M.A. 
Jlap皿〔10.Jlap皿〕， B.TI. TioJIOHCKHil:, T. C. KoraH), 第61巻 (A.B. JlyHa可a-
pCKHil:), 第59巻 (B.B. Kyil:6&1wes). 
以上のように， わざわざ知らされ， 哀悼の意を表されているのは， 計7巻14名であ
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る〶部門別編集分担者名簿，®主要項目一覧，®挿画一覧は，ついているのが原則である
けれども，部分的に， しかも刊行順からいって決して偶然的ではない形で欠けているのが
注目をひく。すなわち，後々でもくりかえすように，〶は第21-23巻，第31-38巻という
各劃期のはじめにはなく，Rもほぼ同様の第21巻，第31-38巻と，第W期の第50-52巻に
はない。RはRと似た結果で，第21-23巻，第31-38巻，第50-52巻において，それぞれ
欠けているのである。⑨執筆者一覧は，第1巻のほかでは，おなじく第I期の第5,10巻
に掲載されたにとどまり 24), ⑨略語表も， 比較的かぎられている25)。⑰ 「度量衡換算
表」 (CJiaBHHTeJibHa只 TaoJIH~a MeTp皿 eCKHXH PyccKHX Mep)は，第1巻だけのこ
とである 26)。
り，他に，ただ，部門別編集分担者名梅の中で黒枠に囲まれている人もあるが，省賂し
た。また，上記中，R欄の末尾と記したもののほかは，第1巻は本文に記して箇所であ
り，その他はすべて標題紙のつぎのページに載せられている。そのうち，ボクロフスキ
ー，ルナチャルスキー，クイブィシェフの 3名については，写真がかかげられている。
ついでにいえば，これらの死亡通知があるのは，いずれも第Il期までのことであり，第
皿期以降は，そうした通知はひとつものせられていない。
24)第1巻のそれは， ABropblcrareli, IIOMeII1eHHbIX B rrepBOM M IIOCJie仄YIOIIlMX/
roMax B.C.9. であり，第 5巻のは， CrrHCOKaBropoB 60JiblllOli CoBeTCKOli 9HI.¥M・ 
KJIOII紐皿となったうえ，内容的にも， 第1巻より増加して計532名になっている。第
10巻のは，「補充名簿」（八OIIOJIHHTeJibHbiliCIIHCOK aBropoB 6.C.9.) であって， 208
名にとどまる。第 1, 5巻のそれには「政治家トロッキー」 (TpOI.¥KH材， JI.八．—TToJIM•
THKa)の名もみえるけれども，果して執筆したかは疑問である。
25)略語表で， CoKpaII1eH皿， rrpHHHTbleB BOJiblllOli CoBeTCKoli/9HI.¥HKJIOlle.ZJ;MMと
題されているのは第1巻のみで， CIIMCOKOCHOBHbIX COKpaII1eHHli B B.C.9. という
のが，第2,13, 16, 19. 20巻，同じ題ながら，巻末についているのが第62,56, 33, 51 
巻，やはり巻末ながら 6.C.3.でなく 6C3 となっているのは第55巻である。計4形式
で全11巻についていることになる。掲載内容は，標題の異同とは無関係に，必ずしも同
じではない。
26)他の挿入物についていえば，後に部分的にふれる「おしらせ」的なもののほか，誤植
訂正， 地図追加の記載が時々あり， 広告は， 第19巻末尾にただ一つの例ながら存在す
る。そこでは， 2ページにわたって． 「＜ソビエト百科事典＞社」の主要事典と辞害10
種余りがあげられている。
大きな訂正のため，差しかえ部分を一欄全部にわたって挿入したものはただ一つ，第
59巻に見いだしたが， それは，第61巻所収の＜山西省)>(lllaHbCM)の項目の歴史的概
観のところに，誤つて＜映西省)>(lll9HbCM)のそれを印刷してしまったためである。
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このようにみてくると，当然のことながら，◎標題紙の変化を中心に，＠標題紙裏面の
記載，〶部門別編集分担者名癖，®主要項目一覧，®挿画一覧といったものの有無とその
内容，変化が参照さるべきことは自明であろう。そこで，以下，そのような形で第1巻以
降の刊行を跡づけ，それによって，あわせて，四期に区分することの妥当性を明らかにし
よう。
?
さて，標題紙には，上段の標題「ソビエト大百科事典」の下に，第1巻から第30巻まで
は，「全体監修者」 (no八ooll(eiipe,!laKu11eii)が記されている。第1巻におけるそれは，
①プハーリン (H.11.ByxapHH)②クイプィシェフ (B.B.KyiiohillieB)/⑧ボクロフスキ
- (M.H. IloKpoBCKHii)④プロイド (f.11.Bpo皿o)/⑤メシュチェリャーコフ CH.JI.
Mell(epllKOB) ⑥クリッツマン (JI.H.Kp皿MaH)/⑦ ラーリン (IO.Jlap11H) ⑧クル
ジジャノフスキー cr.M.Kp平ll)KaHOBCJ{雌）／⑨ミリューチン (B.Il.MHJIIOTHH) ⑩オ
シンスキー (H.Oc11HcK11il)/⑪プレオブラジェンスキー (E.A. Ilpeot5pa)KeHcK皿）
⑫ラデック (K. Pa,!leK)/⑬スチェパーノフースクヴォルツオフ (1. CTerraHoa-CKao-
puoa) ⑭シュミット (0.lllMH,!lT)の14名であり，この順である27)。さらに， その下
に「編集主幹」 (rJiaBHbIHpe仄aKTop)としてシュミットの名が O.IO. lllMH,!lT と記さ
れ，下段には，出版所たる「株式会社＜ソビエト百科事典＞社」 (AKUHOHepHoeOoll(e-
CTBO≪CoaeTCKall 9皿HKJIOIIe,!lHll≫28)」と発行地「モスクワ」 (MocKaa), 発行年
「1926」年が記されている。
ここで，先に比較的簡単な出版所の変遷をのべておけば，当初の「株式会社」というこ
と自体，ネップ期らしく感じられるが，この「ソビエト百科事典」社は，標題紙裏面に記
27) ただし，標題紙の記載は一一その他の欄の標題も同様であるが一—ー全巻ともに，全部
大文字である。本稿では，すでに今までの本文，註でもそうしてきたように，本来は大
文字で記されているさいでも，必ずしもそのようには表記しない。
また．標題紙の「全体監修者」名は，当然のことながら，生格形をとっている。氏名
の前に付した①③・・・は， 整理・照合の都合上， わたくしの付したものにすぎない。 ま
た，全体監修者の最後にある O.lllMHJJ.Tという記載は，第1-2巻どおりであって，
IO. が記されていない。
28)細かくいえば，本学の第4巻以降は，≪ ≫ が""に変わる。
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された出版所• 印刷関係の機関と責任者名の列記からみると，コム・アカデミー附属で，
出資者は，国立出版所，コム・アカデミー，国立銀行などの公的諸機関であったようであ
る29)。そして，「大百科事典」は， 1926年から1930年まで，つまり第I期はここから出版
されるのであるが，第I期当初の1931年から第I期途中の1934年末まで，つまり第21巻か
ら第60巻までは，「国立＜ソビエト百科事典＞辞書—事典出版所」 (foe仄apcTBeHHoe CJJo・
BapH0・9HI.1HKJIOIIen四 ecKoe!13.l{aTeJJbCTBO ,,CoBeTCKall 9皿皿JIOIIe仄皿"30))に変
わる。そして， 1935年から1940年 第 II期途中の第59巻から第皿期最後の第49巻—ま
でのそれば「国立＜ソビエト百科事典＞研究所」(focy八apcTBeHHbiit11HCTHTYT≪Coae 
TCKall 9Hl.¥HKJ!Olle.l{HSI≫) になり，最後， 1944年の第50巻から一一すなわち第IV期—
は，「国立科学的＜ソビエト百科事典＞研究所」 (focy仄apcTBeHHbIHHay'!HbIH !1HCTHTHT 
,<CoaeTcKa只 3皿 HKJIOIIe.l{Hll≫」と，従来のものに「科学的」がつけくわわる。こうし
て，完結までに4度，出版所の改組・改名があるのであって，その改組・改名は，たとえば
1930年7月の「国営図書出版所連盟」 (06もe.AHHeHHerocy仄apcTBeHHbIXH3八aTeJJbCTB,
略称 0rH3)の創設等，ソビエトにおける全体な出版所の改組とからんでのようである。
けれども，同時に，それでいて「大百科事典』における監修者の交代や，刊行の時期区分
といったことと，かなり密接に関連しているといってよい。
それはともかく，第 1 巻の「全体監修者」—以下，第30巻までは「全体」監修者であ
るが，たんに「監修者」とよぶー~ その後「病死」もあってではあるけれども，相当
に激しく交代する。第2表の「監修陣記号」は，その変化をしめすもので，まず，完結ま
での間に，標題紙に登場する監修者—および，第7, 8 節でのべる「編集主幹代理」—
の変更（退陣，新規登場の一方または双方）によって，計20種類に分つことができる。ま
た，人名は変わらないものの，「序列」に変更のあったものが3種（第7巻から第8巻へ，
つまり監修陣記号CからDへと，第18巻から第19巻へ，つまりHから Iへのとき， およ
び，第53巻から第54巻へ，つまりVからWへのとき）であり，計23種類もがあることにな
る。第2表下段のA,B, C……はそれをしめしたものに他ならない31)。
29)第1巻ではコム・アカデミー (KoMMYHHCTH'leCKa只 AKa仄eM皿 UHKCCCP)附
属との記載はなく，出資機関名や印刷関係責任者名の記載は第1巻から第20巻までの間
で，多少変化している。
30)このばあいも．第21巻のみは""であり，つぎの第23巻からは(())となる。
31)このほか，きわめて形式的なことであるが，前の巻と配列，順位は全くおなじであり
ながら，死亡による黒枠を付せられたという点で区別されるもの3種(J',K111, S') 
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たとえば，第1巻の人名， )I厠字をAとすると，第5巻では⑮ザトンスキー CB.TI.3arn-
HCK雌）が新たに加わり，③ボクロフスキーの後に連なる。同時に，④プロイドの位置が
下り，⑦ラーリンと⑧クルジジャノフスキーとは交代し，⑫ラデックの位置が上って，①
R ③ ⑮ ⑤ ⑥ ④ ⑧ ⑦ ⑨ ⑫ ⑩ ⑪ ⑬ ⑭の順になる（これがB)。
さらに，第7巻では，④ブロイドの前に，⑯モロトフ (B. M. MoJioToB)⑰｝レー キン
(H.M. JI邪皿）が， ブロイドの後に⑱ロートシュタイン（中.A.PoTIIlTe釦H) が加わ
り，他は人名，順位とも不変であるから……⑥ ⑱ ⑰ ④ ⑱ ⑧……となる (C)。以下お
なじであって，その一覧表は別に記すことにし32), 全体的な人数としては， 当初14名，
第2巻以降に新たに登場するのが計16名，合計は丁度30名となる。
このうち，さきの第1巻の監修者名から予想されるであろうように，第1巻の監修者で
最後まで名前を連ねるのは，編集主幹を兼ねたシュミットただ一人にすぎない。④プロイ
ド，⑪プレオプラジェンスキー，⑫ラデックははやくも第9巻 (1928年）以降，なんら断
りなしに消え， ⑬スチェパーノフースクヴォルツォフは， 第12巻で死を報じられて第13巻
以降退き，第24巻でその死を弔らわれて黒枠でかこまれた③ポクロフスキーと⑦ラーリン
の名は，第27巻からは除かれる。第59巻 (1935年）では，当初序列2位，そして1930年後
半からはプハーリンに代って監修陣の筆頭に位した③クイプィシェフの「心臓病」 (CKJie•
po3 cep.l(qa)による死が告げられ，その黒枠は第31巻 (1937)における総入替の前，第30
巻までつづいている。
また，当初の監修者筆頭，①プハーリンの消長こそ，第I, I, il期の間を分つメルク
マールでさえあるが，第30巻 (1937年）でかれの名が消えると，つぎの第31巻では標題紙
の記載は一新され，それまで，第1巻からつづいていた⑤ ⑥ ⑧ ⑨ ⑩も，以後はまった
く姿を消してしまうのである。
これらの監修者の経歴，行方自体，一つのテーマたりえようが，それは別稿のこととし
よう。ここでは，ただ1人，第1巻の監修者であるとともに， 「編集主幹」という実務の
と，人名印刷のさいの区切り方等， わずかな差を含むもの4種 (A',I', K', K")を
各々， ダッシュを付して区別しておいた。たとえば， J'はJと同一監修者で同一順序
であるが， J のうちーーベ：のばあいはボクロフスキーとラーリン—黒枠に囲まれた人
のあることをしめす。活字の変更を含めれば，さらに数はふえるが，それは無視した。
32)本稿中で順を追うほか，本稿末の第3表で一覧表にしておいた。適宜，参照していた
だきたい。
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中心的位置にあって， しかも初版の最後まで残ったオットー・ユリエヴィチ・シュミット
(Orro IOJI&eBH'I liMH.l.T, 1891-1956) なる人物について， かんたんにふれるにとど
めたい33)。かれは，数学者として出発し， その方での業績をもつとともに， 途中から天
文学，地球物理学にも範囲を広げ，また同時に，探検家としても知られているといった人
である。すなわち， 1914年『群の抽象理論」をあらわし， 1916年にはキエフ大学数学講座
私講師というのが，その経歴の最初であり， 40年代には「地球と天体の起源の隕石理論」
とか「地球の天文学的年令」といった論文を書いている。そして，その間， 1928年の第1
回ソ独パミール探検隊に加わったのをはじめ，何度かソビエトの極地地方一ー北氷洋の群
島一ーの探検に活躍し， かれの名を記念してシュミット島と名づけられた島もあるとい
う。政治的には， 「1918年，社会民主党国際主義者中央委員会 (UKc.-.ZI,. HHrepHaUHO-
HaJIHCTOB)メンバー ， 1919年，国際主義者のグループとともにボリシェヴィキ党 (PKIT
(6))入党」と初版に記載されているのが興味をひく 34)。革命後は，経済，ついで教育・
啓蒙部門—たとえば国立図書出版所，教育人民委員部ーーで要職につき，高等教育・研
究機関の改革に参与，そして『大百科事典」の監修ならびに編集主幹をつとめたわけであ
るが35)'1935年からはアカデミー会員， 1937年にはソ連邦英雄にもなっている。
もっとも，これだけでは，その地位と生命の秘密は必ずしも明らかでなく，それを知る
には，なお，同時代の諸機関の同時代人の運命との比較や，他の監修者との関係等，より
詳しい軌跡の検討が必要であろうが，あるいは，その出身，専攻もあって，確たる名声を
33)シュミットに関する記述は， BC3,H3仄.1-e, T. 62, 1933, CToJio. 556-7 ; BC3, 
匹八.2-e, T. 48, 1958, CTp. 124-125. による。後者は， 1933年以後の活動をも伝えてい
るから，その点で有益ではあったが，次註におけるような曖昧化をともない，また「事
典」という性質もあろうが，新たな執筆というよりは初版への「加筆」ー一質・量とも
ーの印象をうけた。かれの著作 4eTblpe JieKUHH O TeopHH npoHCXO淑仄eHHSI
3eMJIH, H3.!{. 1-e, 1942 ; H3八.2-e, 1950 は，「地球進化論」という標題で， 日本でも
訳出された（地団研訳，三一書房， 1954年）ようであるが，筆者は未見である。
34)このところ， 前註の第2版では， たんに「1918年から共産党員」 (t.JJieH Knee C 
1918)と記されているにすぎない。
35)後述のように， 1947年の最終巻まで．かれの名は標題紙に記されつづけるが.Bea, 
H3八.2-e, T. 48, CTp. 124によれば， 「大百科事典の開基者の一人で編集主幹 (1924-
41)」とある。この表現の仕方は， かれは第W期も「監修者」に名前は連ねるけれども
実際は関係がうすかったとみてよい，ということであろうか。
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もつとともに，比較的政治的色彩がうすく，実務的な面での組織や活動の才能によって，
安定した地位を保ちえたのであろうか。それとも，スターリンのおぽえ目出度い立場を，
うまくとりつづけえたのであろうか，どちらにせよ， 「初版」刊行史の一つの「生辞引」
であったはずである。そして，かれのような存在が，ともかくも刊行を継続し，完結にい
たらしめた上での役割は大きかったと思われる。
?
改めて第1巻から順を追おう。第2巻は，すでにのべた⑨執筆者一覧，⑨度量衡換算表
の消滅のほかに，＠標題紙襄面に編集部のアドレスが記されたり，R挿画一覧，⑨略語表
の標題に変化がある36) だけで，とりたてて問題はない。第3巻も，監修者名簿のところ
で， O.lO.lllMH八TとIO.が入ったり (A'),⑨がなかったりするぐらいである。ただ，本学
のものは，＠印刷所• 印刷部数記載のところに，「増刷26,000部」(.l,OI.mp. 26.000 9K3.) 
と記されているから，そのなかの一冊ということになろう。
第4巻は，標題紙に1930年とあるのに，第2表では1926年のところに配したが，それと
いうのも，これまた， 1926年初刷の増刷ものにほかならないからである。標題紙裏面に，
「第4巻の編集業務は， 1926年11月1日に終った。 1930年， 12,000部の増刷が（誤植の訂
正をのぞいて）本文の変更なしに発行された」37) とあって，事実， 監修者名とその序列
は，第 3 巻と同一である。また，〶部門別編集分担者名薄， R挿画一覧の各標題は， ど
ちらも第3巻と全くおなじで， 第5巻とも， また 1930年の第20巻とも小差がある38)。
それゆえ， 「誤植」の内容を問題にする余地はあろうが， その後に除かれた監修者名が未
36) 「挿画一覧」の標題も，註24),25)にしめした「執筆者名癒」や「略語表」のばあい
同様，巻により相違する。煩瑣であるが，異同をかかげておく。
まず， CnHCOKHJIJIIOCTpau雌， IlOMell.{eHHbIXB I TOMeが大部分で， 第1, 5-
13, 11-20, 65-30, 33-49巻はそうである。けれども，第2, 14-17巻は， CnHcoK
KapT H TaOJIHU, IlOMell.{eHHbIX BO I TOMe であり， 第3-4巻は， 第2巻と同じ
ものの他にもう 1つ， CnHCOKpHCYHKOB H nopTpeTOB,/ IlOMell.{eHHbIX B 皿 TOMe
と題されたものが別につく。別巻は，たんに， CnHCOKKapTである。
37)原文は， Pe.naKUHOHH卵 paooTano N T. B.C.3. 38KOH虫eHa1 HO只opH 1926 r. 
B 1930 r. BbIIlyll.{eH ,ZlOilOJIHHTeJlbH皿 THpaぷ B KOJIH'leCTBe 12.000 9K3. oe3 
H3MeHeHHSI TeKCTa (3a HCKJIIO可eHHeMHcnpaBJieHHH one'laToK). 
38)そのちがいについては，註36),40)を参照。
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だ記されていることなどから,1926年の初刷のたんなる増刷ということを，一応信頼した
い。
ただ，第4巻の標題紙裏面の記載形式とその内容は， 第3巻とも第5巻とも相違し，
第11-20巻という1930年にでたものに等しい。すなわち，「編集業務は何月何Hに終った」
という記載があるのは， 1928年の第12巻以降， 1931年の第65巻までであり，これにくわえ
て，その期間内では，標題紙裏面の出版所•印刷関係の機関と責任者名の列記内容が，第
3巻，第5巻と異なるのはもちろんのこと，おなじ1930年の第17巻にいたるまでのものと
も一致せず， 1930年のうちでも第11-20巻のそれとは一致する。それゆえ，「増刷」と記さ
れた本学の第4巻は，この間に増刷されたのであって， 1930年，それも第17巻以後に増刷
された，ということになろう。同時に，第1-2巻は印刷部数4万，第5-15巻は 6万と
増加していることとの関連も考えられ，途中から，需要に答えて印刷部数の増加が行なわ
れたし，またおなじく既刊の増刷も行なわれたと推定したい。第3-4巻がともに増刷で
あることから，こう考える次第であるが，しかし，それでも， 4年を経ての増刷分という
のは，本学所蔵のものでは唯一の例である39)。
つぎの第 5 巻における監修者の増加と順位変更は，すで（このべた。形式上での，〶部門
別編集分担者名癖の標題変化40)はともかく， 他に記しておきたいのは，第5巻以降第10
巻にいたるまで，標題紙裏面に「第5巻は 1927年2月1日に出た」 (TOM V 6. C. 3. 
BhlllleJI 1中eepaJI只 1927r.)といった H付けがのることになったことである。「出た」のが
印刷所からでたのか，発行を意味するの力叔澗は残るけれども，そこに記された年代は，
標題紙のそれと同じ年代で，第10巻まではその順で「出た」ことが判る。印刷部数も，既
39)本学のもので，「増刷」 (J:J.OI.mp.) と記されているのはこの第3,4巻であり， 「第
2刷」 (BTOpOH38B0瓦）と記されているのは，後述のように，第64,50巻である。
40)部門別編集分担者名節の標題は， 第1-4巻までは「各部局編集者」 (PeJ:J.aKTOpb! 
OT仄eJIOBH IOJ:J.O頂 eJIOB)であり，他にも， 第6-9,12-14, 16-20, 65-24巻と，
全部で19巻はそうである。（このうち，第18-20巻のはきわ立って，第65-24巻はやや，
活字が小さい。）これに対し，第5巻で「編集協力者一覧」(CIIHCOKCOTPY仄HHKOBpe-
仄aKUHHB.C.9.) との標題があらわれ， 以後， 第10, 15巻と散発的に採用された末，
第25-30巻，第33-49巻，および別巻は，すべてこれに統一される（計32巻）。
そして，第w期になると，別巻を除いた第50-52巻の 6巻は， CrrHcoKcoTpy八HHKOB,/
rrpHHHMaB!lIHX y'IaCTHe B COCTaBJieHHH H pe仄aKTHpoBaH皿 L TOMa B.C.9. とい
う長い標題となる。
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述のように第5巻から第15巻までは6万部と記されている41)。
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第6巻は，予約者にたいする第1巻用の地図追加の知らせ，編集関係者ロシコフヘの弔
辞の他はとくになく，第7巻もまた，監修者3名増加 (C型＝既述）のほかには，これま
た，第3巻にのるべきであった地図収録の件ぐらいである。第8巻も，監修者名薄におけ
る⑥と⑥の順位交代と，R挿画一覧の次に， 「外国語の表記について」42)説明があるのが
全巻中唯ーで珍らし程度，といえよいう。
1928年に入った第9巻からすでにふれたように，発足当時の監修者中から，④プロイ
ド，⑫ラデック，⑪プレオプラジェンスキーの 3人が，緬集部の説明なしに姿を消す。最
初の，目につく「消滅」であるが，すでに以前の第7-8巻で，それぞれ第9,14, 16位
と下位にあって，影もうすかったためであろうか，刊行の形式的な点は第8巻と変わらな
い。 1927年末から1928年初めといえば，第15回党大会で「左翼反対派」が除名され， トロ
ッキーがアルマ・アタヘ追放された時期であるが，「大百科事典」刊行への影響は， 3名
の監修者がはじめて「消えた」一ーといってもこの時は，「この世から」ではなかった一一
以外，さして直接的ではなかったということになろう48)。そして， そのことは，編集部
の事実上の主軸が，筆頭プハーリンということに象徴されるように，発足当初より奈辺に
あったかを推測せしめるものであるが，第1巻以降，まずあらわれたバランスの変化であ
る。もっともその変化は，突如というよりは一以後においてもそうであるが—むしろ
41)印刷部数は，第1-2巻は各4万部，「増刷」の第3,4巻はそれぞれ2万6千， 1万
2千部，そして，第5-15巻は6万部であることは既述のとおりである。その後は，第
16巻が6万1千部とすこしふえるが，第17-18巻は再度6万部，そして，第19-25巻は
6万1千部となる。第26巻以降不規則となり，第26巻5万4千5百部，第27巻5万9千
部，そして第63巻は最少の3万1千部となる。
第64巻は「第2刷2万5千部」故に例外とし，この頃から第62-60巻6万1千部，第
59-22巻5万5千部，第29-31巻5万1千部，第28巻5万5百部と漸減した上，第皿期
第3巻目の第34巻からは4万5千5百部で安定し，第皿期末の第49巻までおなじである
（第8節でのべる第皿期的安定の 1例）。第W期は， 別巻5万部を例外とし， 第50-52
巻は4万5千部に統一されている。以上は，もちろん本学のものに記された部数で，他
に，増刷，第2刷のあった可能性を否定するものではない。
42) 0 TpaHCKpHilUHH HHOCTpaHHhlX CJIOB B 6.C.9. 
43)もっとも，以下においてもそうであるが，監修者の変更が部門別編集分担者や執筆者
の交代にどのように結びつき，論稿の内容にどんな変化となるかという具体的，内容的
な点には，本稿ではまだほとんどふれることができない。
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前もって準備されていたようにも思えるのであり， このばあいでいえば， それに先立っ
て，第7巻 (C型）から監修陣に3人の新規登場，ことに第7巻から第30巻までと第40巻
以降最後までを相つとめる⑱ロートシュタイン (<1>.A.PoTWTe細）の登場がすでにあっ
たことは，交代の一つの伏線であったろう。
かくして，つぎの第10巻はまず無難であったが44), その後に， 大きな困難におそわれ
ている。すなわち，第11巻がおくれ，第12巻が先立つというアルファベット順刊行の最初
の狂いである。第2表では，とくにl卿芋変動の大きなものを太字にしておいたが，後から
思えばこの第11巻のおくれは，未だ公明正大であったとさえいえる。なぜなら，第12巻の
標題紙には挿入紙片があって，編集部名で，「ソ連邦共産党（ボリシェヴィキ）」〔BKTT(6))
の項目について作業が終らない結果，第12巻を先に刊行すること，第11巻は1929年2月に
刊行される予定である旨が知らされており，ともかくも事情が知らされているからである
45)。1928年という時点を考えれば，作業はたしかに困難であったにちがいない。そして第
11巻は，予告よりもさらに1年以上おくれて， 1930年の初夏になるのである。
そのほか， 第1頌きでは， ⑬スチェパーノフースクヴォルツォフらの死が報じられている
のはともかく，第5-10巻における標題紙裏面の「位年何月何日に出た」という記載はな
くなり，かわりに，第4巻のところでのべたような「編集業務終了」の日付けの記載にな
った。そして，この日付けの記載が，以後第6魂合まで行なわれることになる46)。
さて，第13-17巻の間は，監修陣の多少の移動のほかは，大差がない47)。第13巻での
⑬の退場（死），第1硝きでの⑳ビャータコフ (IO.JI. TTSITBKOB)の登場， ならびに，この
間においてのみ，いつもは末尾のシュミットが末尾より 2位（第13-1魂き），同3位（第16
-17巻）という現象があるが， さしたる意味もないのであろうか， 「編集業務終了」の日
付けは，きわめて規則的である。
そのあと，おくれていた問題の第1巻があらわれる。とくに編集部からの断りはない
44)第10巻のR・ ⑨欄の標題の特徴については，註40),24)を参照。
45)刊行順位に狂いのあった他の巻については，第65巻のばあいに後述（第7節）のよう
な「緬集部より」がある以外，第11巻についてのような挿入紙片を見出すことはできな
かった。他の件についての挿入紙片が残っている巻（たとえば，第59,31, 45巻）もあ
り，諸事情を考慮すると，本学のものの紛失ではなく当初よりなかったと想像する。
46)原文は註37)。第65巻のつぎの第24巻にもこの記載はあるが， 他の日付けと並んでで
あることは，第7節でのぺる。また第21-23巻の2巻のみは，大文字で記されている。
47)R@⑨欄で小さな不規則な変化のあることは，註40),36), 25)参照。
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が，標題紙裏面には「第11巻の全印刷紙は， BKIT (6)の項目を除いて， 1928年に印刷し
おえた (orne屯aTaHbl)。BKIT(o)の項目に関する編集業務は 1930年5月15日に終った。
BKIT(o)の項目が当初の予定より紙数が増加したことを考慮して， この項目のはじめか
らは独立のページ付けがおこなわれている」と，記されている。そして事実， 欄数368の
つぎに， BKIT(o)が新たに欄数7からはじまり， 544までを占めているのであるが，奇妙
なことに，その後の欄数は，中断前をひきつぐ369からではなく，そのまま545からつづい
ている48)。
この内容について一瞥すると，主要項目一覧に名前のでているププノーフ(A.ByoHOB) 
の簡単な註記があるだけで他は無署名であるが,BKIT (6)の発展の 3期への区分を行な
ぃ，その歴史的展開を追う形をとっており，そして，末尾に現況さしめす統計が収められ
ていることが特徴的である。当時の〶部門別編集分担者名癖によると， 「10月革命史およ
び党史」部門（課）は，サヴェーリョフ (M.A.CaBeJJbeB) となっている。
同時にこの第11巻においては，監修者名簿に変動がみられ，第7巻から加わっていた⑯
モロトフが消え，順位も第5位以下が変わっている。目につくのは，モロトフとおなじく
第7巻から加わった⑱ロートシュタイン（西欧近代・現代史担当）の第10位から第5位へ
の躍進である。そして，第11巻とおなじメンバー，序列の監修陣で，同じ日付けの第1躇き
が出されている49)。
けれども，ある意味ではこの第1随きで，第I期は終った。発足早々の左翼反対派の追放
のみならず， 1928年の穀物危機に発する全面的集団化と工業化（第1次5カ年計画）の過
程で，右翼反対派への批判，攻撃が激化しており， 192哨三には，プハーリンがコミンテル
-48) BKTT Co)が欄数の 1でなく 7ではじまることと， BKTT(o)のあとは，中断前のでな
くして BKTT(o) の欄数に接続しているのは， 当初， 369-544間を予定し空けておい
た， しかし紙数がふえたので， BKTT(o)の部分は末尾の544からさかのぽって数字をつ
けてゆき，その結果 7で終った（はじまった）とでも理解したい（当初，ページ数にし
て88, 印刷紙5.5枚分を丁度空けて．いたことになる）。でなくば，すくなくとも後半は，
欄数の印刷だけ変えたことになるが，そうではなかろう。
-49)第11巻の BKTT(o)についての「編集業務終了」の日付けと，第18巻のそれは同一で
あるが，前者は他の部分が1928年に印刷されたとあるごとく，監修者名以外のR@欄
の標題は，第12巻と等しい。ことに，R欄のそれは，第17巻とことなる。また第18-20
巻は，〶欄の標題活字の小さいことで特徴があり（註40) で既述），第11巻の刊行順位が
第18巻の前におかれるべきことは明らかである。
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ン議長 (7月），政治局員 (11月）を解任されるという大きな変動がおこっている。そし
て，これを反映して，第1賤合（編集業務終了1930年11月1日）では，ついに，発足以来監
修者筆頭を占めていたかれが，第3位へとすべりおちるのである。
すなわち，第19巻の監修者は，第11-18巻と名前はおなじであるが，ただ1人，プハー
リンが3位に下り， 2位であったRクイプィシェフが代って筆頭を占めた (2位には③ボ
クロフスキー）。そして， クイプィシェフは， 1935年の第59巻以降1937年はじめの第30巻
までは，その死ゆえに黒枠で囲まれるものの，以後ずっと筆頭を占めつづけてゆく。その
かぎり，第I期をプハーリン時代，第JI期をクイプィシェフ時代と分ちうるのであり，ま
た，そう考えるならば，第19巻以降を第lI期としてもよい。監修者筆頭からいえばそうで
あり，ここに劃期的な変化がおこったのである。
ただ，すでに第11一1躇きで一応の伏線と準備はなれていたのであろうか，それ以上の大
変動はなく，ともかくも第19-20巻は出された。まだ，刊行の規則性は保たれたのであり，
むしろ1931年に入って，出版所の再編もからみ，プハーリンの地位低下にともなう刊行上
の問題が具体化しているように思われる。それゆえに，半ば便宜的ではあるが，第I期の
終りを1930年末にしておこう。事実上，第19巻から劃期，過渡期に入っていることは疑え
ない。
?
1931年に入って．「大百科事典』には顕著な変化がいくつかあらわれ， はっきりと第I
期に入ったことを思わせる。プハーリンの失脚は，左翼反対派のばあいのような監修者の
変更だけにはとどまらず，出版所の改組という全体的なこともからみ，編集部の再編成が
おこなわれたのであり， そのため体裁等にも混乱と変更があらわれたとみることができ
る。
すなわち，まず第21巻では，編集者は第19-20巻とおなじで，行の切り方に一寸ちがい
があるだけではあるけれども，すぐ目につくことは，・第5節でものべたように，発行所が
「国立」になっている。多分，それにともなってであって，さしたる意味もないのであろ
うが，標題紙に先んじて存在していたハーフータイト）レ・ページ表面の④ 「ソビエト百科
事典」の出版所マーク，裏面の＠印刷所•印刷部数記載が，＠標題紙裏面の，中央と下段
にまわり， 第1期にはあったハーフータイトル・ページーーといっても， ④@があったに
すぎないがーは以後消滅する。同時に，標題紙裏面にあった出版所への出資機関名が
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消えたのは「国立」化ゆえに当然であるが，そのため，標題紙裏面にかなり体裁の変化を
感じさせるといってよい。また， 標題紙の発行地と発行年の間に， 「ロシア共和国国営図
書出版所連盟」 (Ofl13PC中CP)という記載がくわわったこと，標題紙にその 0rH3の
マークが記されるようになったこともつけ加えよう 50)。
しかし，それだけでなく，より重要なことは，編集部の再編成とかかわってであろう，
それまで全巻にあった，〶部門別編集分担者名簿， R主要項目一覧，④挿画一覧が，第
21-23巻で巻頭から消えている。このうちRは，第2躇合にのみ，これまた唯一の例として
巻末に付せられているが，他は見当らない51) 。こうした®®@の消滅—その結果として
の標題紙とその裏面のみですぐ本文ーーといったことは，後の第Il期当初の第31-3躇きに
もおこるのであり， なにを表していると解すべきであろうか。種々想像が可能であろう
が，一つには編集部門内の交代とそれにともなう流動的状態や，全面的な新稿ではなく既
存の原稿への加筆と削除といった形での原稿作成ゆえに，責任者名の明示が不能であった
り，はばかられたりした，そうしたことによるものとみることができよう。とすれば，新
しい時期に入って， しかも未だ固まらぬ過渡期の明らかな証である。
加えて第2磋きは，第21巻につづくことなく，おくれて1935年になっている。第21,2躇き
は，それぞれ3月20日， 6月20日に「編集業務終了」とされているが，両巻ともに，第12
巻のばあいのような編集部の挿入紙片は見出すことができなかった。第22巻のおくれは，
＜弁証法的唯物論~(八HaJieKT四ecK雌 MaTep皿皿3M) の項のためであろうという推測
をしたい。
つぎに，この第l1期の特徴は，アルファベット末尾の第6魂きからの刊行が，このあとは
じまったことであろう。第65巻は，監修者名薄には，その後も最後まで関係しつづける＠
レーベジェフーボリャンスキー (n.l1.Jle6e11.ea-TIOJ1HHCKHA)を第10位に加えたにすぎな
いが，「編集部より」との序文がついている。そしてその中で，「社会主義建設の成功」の
ための「有力な手段」たる B.C.3.の発行テンポが「なお要求に答えていない」ことを考
慮し，テンポを早めるためにアルファベットの両端から同時に刊行すること，この第65巻
50) Ofl-13 PC<l>CPは，第54巻 (1946年）以降， PC中CPがCCCPに変わるが最後まで
つづく。これに反し， 0rH3のマークは，第48巻 (1941年）を最後に，第49巻から以降
は姿を消す。
51) 「主要項目一覧」(CnHCOKKpynHblX CTaTeii, noMell¥eHHblX / B I TOMe)は， 各
巻の主要項目とその執築者， 欄数をしめしており，「目次」にあたる。標題には，巻に
よる差異はなく，ただ，第3巻以降は標題の行数が1行になる。
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はその「第2シリーズ」のはじまりであることが，まず語られている。また，それにつづ
いて，「第65巻の刊行は， B.C.9.の編集本部 (fJiaBHaHPeJI.aKnHH)によって行なわれた
編集部局の再編成の完了と，大旨，時をおなじくした。この再編成は，既刊の巻の経験に
より指示された。既刊の巻には，マルクス・レーニン理論の観点からみて，部分的にも全
体的にも正しくない志向をもった一連の項目（論稿）がまぎれこんでいる。この誤りの完
全な訂正は，第2版でなされるでなろう。しかし，すでに現在，監修本部は，既刊の巻に
のせられたもっとも目的に添わぬ項目にとりかわる補巻の刊行の準備にとりかかっている
……」52)とあって，編集部の再編成を論じている。第1巻以来，監修者であるととも
に，経済部門（局）の編集者であった⑥クリッツマンが，経済部門の編集者たる地位をロー
ニン (C.JI. PoHHH)にゆずっているし，そのほか経済部門を中心に担当者の変化がみら
れるから，各部門別の担当者の検討によって，この再編成を具体的にしめすことが本来は
必要であろうが，ともかくこの巻から再度，RRRの一覧が巻頭に復活したこと考えあ
わせば，第lI期の過渡期が終り再編成が一応なされたとみてよかろう。新編集部は， 「未
だこの巻の内容すぺてには責任をもつことはできない」53)としつつも， 「1月1日編集業
務終了」としたのであった。
しかしながら，「第2、ンリー ズ」 も含めて， 以後の刊行は必らずしも順調ではない。翌
1932年は，第1シリーズが2巻でたに止まり，翌1933年も，第1シリーズとしてはおなじ
である。さきの第22巻のほか，第28巻がおくれ，第64,30, 31巻の刊行順も狂うといった
調子で，年間刊行巻数や！詢芋の乱れは，第lI期を特徴づける一つである。
乱れといえば，形式的なことではあるが，監修者名の表示でも，途中に意味不明な変更
がある。監修者名簿は，第65巻以降，第24巻で③ポクロフスキーと⑦ラーリンの死が報じ
られて黒枠で囲まれ，第27巻以降のぞかれる。結果として，プハーリンが2位になるわけ
であり，クイプィシェフを筆頭とするこの同一メンバーと序列により第60巻までの 6巻が
でる。ただその間，第2表で編集陣を K,K', K"と表現したように，人名配置におけ
る行末の切り方に3種も変化があり，とくに， K'とK"の関係は，たんに時期的な変化
ではない。全く偶然的で意味がないのか，印刷業務上のなにものかを示唆するのか，わか
らない。ただ，第lI期の不統一の一つとして注意をひく 54)。
52) BC9. H3仄.1-e, T. 65, OT pe八aKUHH.ここで，初めて第2版が語られている。
53) TaM me. 
54)標題紙の監修者名列記のさい，綴りの途中で切って2行に及ばせるのは，第 1期末の
第19巻からはじまり，第I期末までだけである。
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揺に，標題紙裏面，R@欄の標題は，第6嘩の後すこし変化した末，第2環以降は
非常に安定し斉ー的となる。すなわち， 第2躾きの標題裏面の形式は， 第21-6魂合と同じ
であるが，第1躇きいらいの「編集業務は何月何日に終った」 という記載ではなく， 「本巻
は1931年5月16日製作に引き渡された。編集業務は1932年6月15日に終った。 1932年7月
19日印刷に着手した」と，丁寧にも三つの日付けが記されている55)。 しかし， この三つ
の日付記入は過渡的であって，この第24巻だけに止まり， つぎの第2蹟紗ぽtは， 「本巻は
1931年10月6日に製作に引き渡された。 1932年11月23日に印刷に着手した」と，最初と最
後だけになる。換言すれば，第12巻 (1928年）以降の「編集業務終了」 日付けが， 「製作
（植字）着手」「印刷着手」 日付けに入れ代るのであり， この二つの日付けを記載する方
式は，第m期の終り近い第47巻 (1940年）まで継続される。
同時に，標題紙裏面中段に，印刷関係の機関・責任者名が列記されるようになるのであ
り56), その列記は，第m期はじめの第3磋きまで継続される。そして， 過渡期に一度消え
た®@欄の標題も，第2~巻の⑨欄のそれが第65-2躾きのとはすこし変わった後，第I期最
後の第3愧きまで不変であって， 第I期のような巻による変動はみられない57)。標題紙の
監修者名記載の不統一とは，対照的である。
こうした形で，第65巻の再編成宣言以後の刊行が行なわれるのであるが， 1934年末の第
6嘩までのところ，本学所蔵分について注意すぺきは， 第6躇駐：第6嵯きである58)。その
55)原文はつぎのとおり。 TOMC仄aHB npOH3B0.l(CTBO 16 MaH 1931 r., pe仄a.KUHOHH8H
paoOTa 38KOH'leHa 15 HIOHH 1932 r., no八皿caHK ne可8TH19 HIOJIH 1932 r, この三者
を，おのおの具体的になにを意味する日付けと解するかについては，ナウカ株式会社大
阪営業所の方の助言をえたりしたが，まだ，私としては不明な点がのこっている。三者
のH付け，あるいは，部門別分担者名簿欄における「製作・出版部門」の存在と内容な
どをも考慮し，第1を原稿の印刷所への送付，またはそれによる植字・組版の開始，第
2を校了，第3を印刷開始と理解して，本文のように訳しておいた。第3の日付けは，
その後も長く昨今のものまで記されているが， sea初版のばあい，その年と標題紙の
発行年は，第64巻と第51巻以外は一致する（前者が12月21日でもそうである）。
56) 「本文の植字，整版，印刷……」 (Haoop,Bepcu, ne田8TbTeKCTa……)とつづく長
い列記で第25-34巻のほかでは，文章にちがいはあっても性格上共通のものが，第1V期
の第55-52巻にみられる。標題紙裏面中央の長文の列記という意味では第I期の全巻に
おける記載（出版社• 印刷関係の機関と責任者名の列記）と共通点をもつが，異質的な
内容である。
57)註40),36)参照。
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一つ第63巻は，通常6万部前後の印刷部数なのに3万1千部とすくない。そして，それに
照応するかのごとく第6躾きには，印刷部数2万5千という標題紙裏面下段の通常の記載の
ほか，同じページ中段の「製作• 印刷着手」日付けの下に， 「第2刷， 3万2千から 5万
7千（番）まで」 (BTOpolt38BO八： C 32.000 .ZJ;O 57.000)59)と記されている。このことから
考えると，第63巻も第2刷が存在したことが予想されるとともに，第6磋きの第1刷と第2
刷との関係（異同）が問題になろう。第4巻のばあいのような，「テキストの変更なしにj
といった断りは存在しないのである。
そのかぎり，問題はのこるけれども，第6嵯きの「製作着手1932年10月20日」は第27巻の
前に，「印刷着手1933年12月15日」は第6磋きの前にそれぞれ当ることを考慮し，本学の第
6磋の発行は，標題紙では1934年となっているのを，あえて，第2表では1933年の第6洟合
の前においた。第1刷はその頃に刊行されたと思うからである。同時に，そう解すること
によって，すでに第3節で引用した，第64巻所収の＜百科事典＞の項目におけるメシュチ
ェリヤーコフのことば，すなわち， 1933年までに「•…••第63, 64, 65巻が出た」と合致す
るからである 60)。第I期中， 1934年末，すなわち第6哨きまでの状況は， ほぼこうしたも
のである。
さて，すでにのべたように， 翌1935年の第59巻で，監修者筆頭のクイプィシェフの死
(1935. 1. 25)が報じられ，以後，第I期最後の第30巻まで黒枠に囲まれて存在するので
あるが，その第59巻から出版所は「国立＜ソビエト百科事典＞研究所」へと，第3回目の
変更が行なわれる。そしてそのつぎに，ょうやく 4年もおくれていた第22巻がでるのであ
るが，問題の＜弁証法的唯物論＞は欄数45ー 235までであり，「弁証法的唯物論のレーニン
的段階」がミーチン (M.MHTHH)によって執筆されているのを含め， 12人によって延々
と書かれていることだけを記しておこう。ちなみに，同巻の「製作• 印刷着手」は， 1934
58)ほかに，内容とは無関係であるが，本学所蔵の第27巻の標題紙では，監修者名中，プ
ハー リン， ヒ°ァークコフ，ハラトフの 3名がインクで抹殺されている。蔵書印はないが
旧所蔵者によるものである。
59) C 32.001が正しいのでないかと思われるが原文のまま。
60)もっとも，メシュチェリャーコフの記述を全面的に信頼すると，同時に，それまでに
「AからHまでの27巻」が出ていることになり，第22巻≪弁証法的唯物論＞の項目を
ふくむ）もでていたことになる。けれども，本学のそれでは，第22巻は1935年になって
いる。それとも，第65巻で宜言された「訂正用補巻」が出て，本学のはそれであるとい
うことになろうか。現在のところ，そうであるというしるしは気づかない。
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年6月26日， 1935年4月14日となっており，この二つの日付けの間は，とくに長いわけで
はない。「製作着手」つまり原稿のでき上りがおくれたのである。
ただこの後，本来なら出るべき第2躇きがまたまたおくれ，第皿期の1938年のことになっ
てしまう。＜帝国主義戦争＞やくィンクーナショナル＞の項目のためであろうか， かわっ
て＜史的唯物論＞の項目を収めた第29巻が出て， 1935年は年間3巻で終るのである。 1933
年の年間5巻のあと，ふたたび，年間2巻ないし3巻とペースがおちたことは，一応小康
状態にみえながら，なにかが裏面では動いていたことを暗示するものであろうか。
そして事実，微妙な， しかし後にして思えば全く首肯できる微妙な変化が，翌1936年の
第5躇きから現れる。というのは，この巻から，標題紙の監修者名癒の下に「編集主幹」シ
ュミットだけでなく，新たに「編集主幹代理」 (3aMeCTHTeJIHrJI. pe.l(aKTOpa)が記され
るようになるからであり， ⑫クルーミン (f.1.KpyMHH)と⑬ペトロフ (<l>.H.IleTpoe) 
の2人がそこに連なるからである61)。一見， まったく形式的なことともいえようが，先
まわりしていえば， 1937年度の第2巻目である第31巻から，突如，監修者は全部消えてし
まうのであり，そのさいには，ただ，「編集主幹」シュミットとこの2人の「編集主幹代
理」のみが，標題紙に記されるにすぎなくなるのであって，その準備と伏線が，ここにし
めされていたと解すぺきであろう。
ただ，さしあたり，それ以上の大きな変化はない。つぎの第57-3哨きの間，⑳ヒ°ャー ク
コフが消えたことが目立つけれども，それ以上のことはなさそうである。細かい点で，第
32巻―この巻は繰上って出た—から「地図に関する作業は， 1936年 5 月に終った」と
いうように，標題紙裏面に地図についての日付けも別に記されるようになったことぐらい
であろうか62)。第一次モスクワ裁判， ジュノヴィエフ， カーメネフの死刑といった状況
61) 「編集主幹代理」という地位は，それ以前にはなかったわけではない。職務内容は別
として，「編集主幹補助」 (TToMe~HK rnaBHoro pe仄aKTopa)は第2-7巻に 1-2
名設けられており，さらに，第7巻からは，その上位， 「主幹」の下に「代理」 (3aM.
rn. pe仄．）がおかれ， 1人⑥メシュチェリヤーコフがそれについている。第13巻から⑬
ペトロフが加わり， 第19巻から4名になったさいは，⑱ ロートシュクインも入ってく
る。第25-26巻で6名，第27-22巻5名の末，第29巻で2名に減る。ただ，それらはい
ずれも，R編集分担者一覧中でのことであり，標題紙に記されているのではない。
なお，第2版にまでつながるペトロフは，第13巻からその地位にあったが，クルーミ
ンの方は，当の第58巻からである。
62) PaooTa Ha.I(KapTaMH 38KOH虫eHaB Mae 1936 r. この地図についての日付けの記
載のあるのは，第32-31巻の3巻のみである。
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の中で，無気味な前兆はみせながらも，主として末尾の巻を出すことで1936年は過ぎ去っ
たのである。
そして嵐は， 1937年にやってきた。第30巻は，他は全く同じであるが，プハーリンの名
が全体監修者から消えてしまう。第1期の筆頭であり，第I期で3位におちた後ポクロフ
スキーの死にともなって2位に上っていたプハーリンであったが，もちろん，その理由に
ついてはふれられていない63)。そして， かれの消滅は， 第I期の終りをつげるものにほ
かならなかった。未だ第30巻は，各分担者名等はしめされ，経済学部門の担当者も，その
前と大差ないゆえに，第皿期ではなく第I期の中に含めうるのであるけれども，この第30
巻で二度目の大きな劃期が記される。それまでに，丁度40巻が刊行済みであった。
?
さて，第31巻以降，標題紙に大変動があったことはすでにのべた。監修・編集関係で記
されているのは「編集主幹」と「同代理」のみ，そして「全体監修者」は存在しなくなる
というこの形式は， 1941年にいたる第Il期を，他と区別する。主幹は，終始シュミットで
変わらない。けれども，「代理」は，人数，メンバーともに時々変わっている64)。
そしてまた，この期以降，末尾からの刊行という「第2シリーズ」は，黙って中止され
る。すなわち，第2シリー ズは， 1936年の第56巻で終るのであり，以後，ふたたび原則的
にはア）レファベット順の刊行になる結果，第55巻(<{トロッキー＞の入るべき巻）は，最後
の方にまわされる。ただ，第Il期のア）レファベット順の刊行)I詢芋は，おくれていた第28巻
がでたこと，第32巻がすでにでてしまっていたことといった第I期の余波を除くと，第33
巻が1年おくれたことが目につくだけで，第39巻以降は全く乱れがない。 1937-8年は，
巻数としては計11巻と多いし， ことに， 1938年の 6巻は年間最高記録と，一見快調であ
る。
こうした点が，第皿期の全体的特徴であるけれども，その中で目をひくのは，やはり，
63)周知のように， 1934年12月のキーロフ事件を境に，粛消の嵐は加速化し， 1935年，ジ
ノヴィエフ，カーメネフの第1回裁判， 1936年第1次モスクワ裁判， 1937年第2次モス
クワ裁判とトハチョフスキー事件と相つぎ，エジョフシュチーナが吹きあれる。プハー
リン，ルイコフらの第3次モスクワ裁判と死刑宜告は， 1938年3月におこなわれる。
64)第2,3表参照。
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第31巻における標題紙の大変更と， それにともなう第3腱きまでの変化である。というの
は，第31巻における「全体監修者」の消滅とともに，以前，第1I期の当初に起ったと全く
おなじように，R部門別編集分担者名簿，R主要項目一覧，R挿画一覧が全部消滅し，標
題とその裏面があるのみとなってしまうからである。しかもその期間は，前より長く，
第31巻から翌年の第3躇きまで全7巻におよび，その間，巻末に主要項目一覧はあったとい
う第23巻のばあいのような例もない。標題紙同様，激変を裏づけるものであり，劃期と考
えるにふさわしい65)。
そのほか，微妙な変化が，これに関連して標題紙裏面にあらわれる。裏面の形式は，第
31巻では， さしあたりそれ以前， つまり第59巻以降とおなじであるが， つぎの第2腱きで
は，まず「製作•印刷着手」日付けの下，「印刷関係の機関・責任者名の列記」との間に，
「（出版）技術主任長」 (cTapIII雌 Texpe八）と「校正主任」 (aae.KoppeKTopcKoii:)の名
が記されるようになる。実のところ，この両者は，それ以前，〶部門別編集分担者名薄の
一部門に記されていたのであって，分担者名薄消滅という事態のなかで，なにゆえか，ぃ
わば拾い上げられて，標題紙裏面に記されるのである。てして，第3躾きもおなじようであ
った後66),第35巻からは，その「技術・校正主任」者名だけが残り，第25巻以降の「印
刷関係の機関・責任者名の列記」の方がはずされる。すでにのべた第1I期の，第24巻を
過渡とする標題紙裏面の記載形式の変更とおなじやり方による移行といえよう。その意味
で，第1I期の第2躾合同様，第28-34巻は，標題紙裏面の記載形式における過渡期をなして
いる。偶然の一致か， 第3嵯きを最後に「編集主幹代理」のクルーミンは姿を消し，第35
巻からは「主幹」シュミットと「代理」ペトロフの2人だけの標題紙となる。
けれども，標題紙裏面だけではなく，より大きな過渡期が終り，第m期の再編成完了を
予想させるのは，第m期中では刊行順位のおくれた唯一，第3躇きの刊行以降である。第33
65)主要項目一覧がなくなったため， そのおのおのの巻の主要項目と執筆者は一見でき
ず，調査・検討は不十分であるが，全項目が無署名になったわけではない。やはり，署
名項目もある。けれども，大事なもの，かんじんのものに署名がなかったり，あいまい
化されているように思われる。
66) 厳密には，第34-35巻には，このほか「製作• 印刷着手」 日付けの下に， 「項目およ
び地図における行政区分 (11.l(MHHHCTpaTHBHOe仄eJieHHe) は， 1937年9月1日現在
のものによってあたえられている」という記載をもつ（日付けも両巻共通）。これは，
この 2巻だけである。
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巻のおくれは.~コミンテルン~(KOMMYHHCT四eCKHll: 11HTepH皿HOHaJI)あたりのた
め67)と推測したいが， 本巻以降， ょうやく， R部門別編集分担者名薄， R主要項目一
覧，R挿画一覧が復活する68)。同時に，＠標題紙裏面にも変化があって，第3魂きから行
なわれた「技術。校正主任」者名は，計 6巻だけで標題紙裏面からふたたび〶欄の最後の
方，その一部分に復帰する69)。ともに「正常化」の証といえよう。
それゆえ第3磋合は，第3腱象の「製作着手」 1938年1月19日， 「印刷着手」 1938年6月19
日に較べると，前者では1937年12月26日と僅かながら早く，後者は逆に1938年9月8日と
おそいという問題はあるが，たんに印刷の時だけでなく，形式，体裁の点で第3躇きよりは
後であるとしたい70)。ここから軌道にのったわけである。
この軌道にのったとき（第3躇き）， 個々の部門担当， 執筆者の変化は別として，かつて
の「全体監修者」のうち， ＠レーベジェフーボリャンスキーと⑱ロートシュタインの2名
が「編集主幹代理」につづく「主要編集委員」 (1.J.neHblr JJaBHOH pe仄aKUHH)3名中にい
ることを発見できる71)。そして，両者とも最後の1947年まで，無事に一地位，名称は
変わりながら編集部内上位に一名前をのこすことになる72)。けれども他の8名は， も
はや二度と見いだすことができない。
このあと，第39巻で「編集主幹代理」に⑭ザスラフスキー (TI.C.3ac孔aBCKHH) が補
充されるのであるが，第m期的再編成の本格化をしめすかのごとく，この巻から ⑨部門
別編集分担者名薄における部門分類と配列が，大きく変わったことが注目をひく。すなわ
ち，第39巻から「ソ連邦共産党（ボリシェヴィキ）党史とレーニン主義」の部門が設けら
67)欄数714-824所収。ゴープネル (C.rorrHep)の署名はあるが， レーニン，スクーリ
ンからの引用がやたらと目につくといえば，大体の想像はつこう。
68)復活した欄の標題は，中断前の第30巻に等しく，変更はない。
69) <わえて，第33巻は，第IlI期中ではただ一つ，巻末にではあるが略語表まで付されて
いる。
70)このまえの第36巻と第37巻では，「印刷着手」 日付けは後者の方が先である (38年の
4月28日と 3月14日）ので， 「印刷着手」 H付けの順序で刊行されたとみるならば， 第
37巻，第36巻の順になるが，標題紙裏面の活字の配置などから，第35,36, 37, 38巻と
並べるのが妥当と判断し，第2表ではそのように配列した。
71)第33巻のそれは3名で，もう 1人はシュチェーグロフ (A.B.merJJOB)。
72)第3表にみられるよう， ロートシュタインは間もなく第40巻から， レーベジェフーポ
リャンスキーは第w期はじめの第50巻から，標題紙にも名をみせる。
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れ．その重要性を感じさせるべく部門配置のトップに配列され，以下，歴史や哲学の順と
なる。これは，第1巻いらい行なわれてきた自然科学部門先行の配列順を一変させたもの
であり 73), その分類と配列順は， 第40-41巻における小変更をへて， 第41巻で最終的に
固まったといってよい。第41巻の〶欄における「マルクス・レーニン主義， BKTI(6) の歴
史」「哲学」「経済学」「ソ連邦史」「世界史」……とつづく部門の分類と配列順は，この巻
以降，第52巻の完結までつづくのである74)。そして， 新設された「マ）レクス・レーニン
主義，党史」部門の編集責任者が第1V期の第51巻まで，ヤロスラフスキー (E.只pocJiaB・
CKHH)であることは，首肯できよう 75)。
その間，第40巻から⑱ロートシュタインが「編集主幹代理」に昇格し，再度，標題紙に
連なってくる。第45巻で，新たに⑮ケルジェンツェフ (TI.M.KepぷeHuea)が， 同じく
「代理」になるが，つぎの巻（第46巻）では， はやくも黒枠に囲まれ， さらに第47巻で
は，ザスラフスキーが消えてまたもや2名と減少する。けれども．もはや劇的な変化はお
こりうべくもなく，必要もなかったとみるべきであろうか，単調である。
ただ， 1941年の第48巻から，標題紙襄面の「製作• 印刷着手」日付け 2つのうち，前者
はなくなり， 後者また下段の印刷所， 印刷部数等が記された箇所に組みこまれ， 標題紙
裏面は淋しくなったことが一つの変化である。この変化と， すでにのべた第49巻以降の
0rH3マークの消滅は，第w期にもひきつがれるという意味で，第侶巻と第49巻は第w期
への過渡的性格を帯びている。けれども， 第皿期を終らせたのは， 第1期， I期とちが
って，むしろ第二次大戦の開始と進展であったと見るべきであろう。「1941年3月27日印
刷に着手した」と記された第49巻をもって，刊行は一時中断されるのである。残されてい
73)それまでは，たとえば第33巻におけるように，「数学・物理学・天文学・地球物理学」
「地質学・化学」「生物学・植物学」……といった部門順の配列が， 第1巻以降一部
門名に小変更はあっても一―—ずっととられてきていた。
また，「党史」の部門は，当初からあるけれども，それはあくまで「歴史」部門のな
かの小部門としてであり，第1巻では「党史編簗委員会」 (I1crnapT)が，編集担当者
としてして記されている。
74)ただし，第51巻からは「哲学」は，「哲学と心理学」となる。
75)その他，部門別担当者の動向は，ある意味では監修者の変更以上に，直接，内容にか
かわるという意味で，重要かつ興味をひこうが，註43)でも断わったように，部門編成
の変化や担当者の問題は，今後のこととしない。分類，配列といった記載の仕方だけで
も，相当に形式をことにしており，監修者の交代とからめてその異同を整理するだけで
も，今は手に余る c
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たのは，第50,51, 52, 53, 54, 55巻の 6巻であった。
，?
第二次大戦による中断は， 1941年後半から1943年までである。 1944年には，ただの 1巻
ながら第50巻が刊行され（「印刷着手1944年9月20日」）， 以下， 年間 1-2巻のペースで
はあるけれども，ともかく完結に向って前進する。ただ，再開された第1V期のそれは，や
はり体裁がかなり変わった。
まず，標題紙に「全体」とは冠せられていないものの「監修者」 (IOJ.pe仄aK~HeH) が
復活する。第1巻と対照する意味で記しておくと，⑮ヴォロシーロフ (K.E.Bopom皿OB)
＠ヴィシンスキー (A.只.BbllllHHCKHH) /@レーベジェフーボリャンスキー ⑱ ロゾフ
スキー (A.J1030BCKHH)/⑬ペトロフ ⑱ロートシュタイン ⑭シュミット／⑲ヤロス
ラフスキー (EM. 51pocJiaBCK雌）の8名，ャロスラフスキーは黒枠で囲まれてである。
中断前に名前のあったことのあるのが 4名，新規に4名であり， 第1巻とは別の意味で
感慨をよぶ。編集主幹， 同代理はなく， R部門別編集分担者名薄のところには， 4JieHbl 
rJiaBHOH peJJ.aK~ 皿として，標題紙の 8名が記されている。前節， 第33巻についてのベ
たさいには，編集主幹代理のつぎの地位であったゆえに「主要編集委員」と訳しておいた
が，今度のばあいは，「監修委員」ないしは「監修局員」であろう。
出版所が，「国立科学的＜ソビエト百科事典＞研究所」になることは， 第5節でのべた
とおりであるが，標題紙襄面の形式は， 1948年の第48-49巻をひきついでいる。ただ〶部
門別編集分担者名薄の標題は，「第50巻編纂・編集参加協力者一覧」という新しい表現をと
り76), 以下，別巻を除いてこれに統一される。けれども，⑨略語表が，第51巻（巻末），
第55巻にあるものの，より重要なはずの⑨主要項目一覧，R挿絵一覧が全く存在しなくな
る。 この両欄は， 第I期， 第lI期当初の過渡・混乱期には消滅するという特徴があった
が，そのさいは⑨欄も同様であって，全巻〶欄のみ，®@欄なしという第1V期のは，いわ
ば原則の変更ということになろう。
発行部数は，別巻5万以外は4万5千であって，これは，第皿期早々の第3繕き以降，ず
っとつづいた発行部数よりは 5百部だけ減っているが，ともかくそれで統一されている。
巻数のすくないこともあって，第1V期は一般に体裁等の変化はすくなく，それだけまとま
76)原文および他の巻の標題は，註40)を参照。
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っているといえる。
記すべきことがあるとすれば，本学の第50巻には，「印刷部数4万5千部」の後に「第
2刷 (2-H38B011.)15, 001-45, 000部」とあって，第2刷に属するものなること， 1947年の
第55,52巻では，標題紙裏面に変更のあったことぐらいであろう。後者は， かつて1932年
の第25巻にはじまり， 1937年の第35巻からは消えた印刷関係の機関・責任者名の列記がふ
たたび行なわれていることである77)。同時に，この2巻だけ「印刷着手」日付けが， 25/
Wといった時計文字になっているのも，つけ加えておこう78)。
監修者の変更では， 1946年の第53巻から，ャロスラフスキーが除かれ，第30番目の最後
の新規登場者として，⑳バビーロフ (C.J.1.BaBHJJOB)があらわれ， 第3位に入りこむ。
同じとき，＠と⑱が順位を入れ替るけれども，これはつぎの第54巻以降，また1日に復して
いる。むしろ，その第54巻で，はやくもバビーロフが筆頭を占めたのが注目されよう。か
くして，アルファベット順でもある⑳ ⑮ ⑰ ⑪ ⑱ ⑬ ⑱ ⑭ の8名によって，第54巻以
降，別巻での完結まで監修がおこなわれることになる。⑭シュミットは別格とし，⑱ロー
トシュタイン，＠ペトロフの動向が注意されざるをえなかったことは，いまや了承されよ
う。 2人は，たんに長期間，監修者であったというだけでなく，かれらの登場，上位進出
は，第I, I, Il期の変動に当って，プハーリンのように旅手にではないけれども，その
変動と結びついていたし，そして，ついに最後までいたるのである。
さらに，最後の箪頭バビーロフこそは， 1950年からの「第2版」において「編集主幹」79)
—ただし， 「監修委員」の下にではなく，その上に立つ「主幹」――ーを，っとめること
になる。それゆえ，ここですでに「第2版」へのリレーは用意されたといえる。バビーロ
フのほかでは，ャロスラフスキーのあと， 「マルクス・レーニン主義，党史」部門の編集
責任者となったペトロフが．第2版「監修委員」 20名中15位に座を占める80)。初版第Il期
以降と第2版の連続性，それがペトロフによって象徴されるわけである。
第2版との関連はともかく，規則的な第w期のなかではただ1巻，後まわしになり，本
巻の最後となったのは，第52巻である。「印刷着手」 1947年 6 月 30 日で，＜意識~(C03Ha,
77)註56)参照。
78)時計文字による月の表示は， 他では， 「第2刷」 ということで多少気になる第64巻
と，註66)にあげた「行政区分」日付けのさいだけである。
79)原語は，初版におけるシュミットと同様， fJiaBH国tpe八aKTop.
80) CM. BC3, H3.l. 2-e, T. 1. 順位は15位であるが，これはアルファベット順である。
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HHe) からはじまるこの巻には，丁度＜スクーリン~(11.B. CTaJIHH)が収められている
ことに気づくのである。そういえば 「第2シリーズ」が中断されたために早くに出そこ
なって， むしろ）I厠芋どおりなら最後にくるぺきはずとなった第55巻は，＜トロッキ—>が
入るべき巻であった。だとすると，「第2シリーズ」の中断や，第52巻の後まわしは，「意
識」的なのか「無意識」的なのか， 「真打ちは最後に」といったことなのか否かと，理由
を知りたいところであるが，もちろん記されていない。ただ，皮肉にも＜戦略~(cTpaTe•
rHH)がこの巻の最後であってみれば，やはり，なんらかの「意識」的， 「戦略」的配慮
のことと思いたい。 20年余にわたる刊行経過は，そうした感をいだかせるのである81)。
最後に，「特別の大冊」別巻にふれておくべきであろう。この巻の予告は， 第55巻の巻
末，「予約者・読者へのおしらせ」でおこなわれている。すなわち，そこには，「初版」の
刊行が印刷中の第52巻でもって， アルファベット順の全項目は， CCCPをのぞき終るこ
と，その CCCPの項目をみたす別巻の刊行が用意されていることがつげられており， 目
次の大綱もしめされている。かくして，最後をしめくくったこの巻は，すでにのべたよう
に巻番号はなく，「ソ連邦」 (CCCP)と題されるのみ，標題紙裏面にも，第55-52巻のよ
うな「印刷関係の機関・責任者名の列記」はなく，それらは，編集部門分担名薄の最後に
おかれている。「編集協力者一覧」という⑨欄の標題は，第皿期まではもっとも多かった
標題であるが，第1V期のそれとしては例外である。ただその欄の「マルクス・レーニン主
81) <スクーリン＞の項目は， 第52巻の欄数535-622間で， 末尾に， 編簗者 (COCTaBH•
TeJIH) として， r.<1>. AJieKCaHJJ.pOB, M.P. faJlaKTHOHeB, B.C. Kpy>KKOB, M.6. 
MHTHH, Bぶ.Ma虫釦10B,n.H. TTocneJIOB 〔HM9JI=マルクスーエンゲルスーレーニン
研究所〕と記されている。 M9JI研究所綱，宮本良夫訳『スターリン小伝』（国民文庫，
1953年）は，同研究所編の『小伝』第2版 (1951年）の訳とあるが， 「編纂者」として
記されている 6名はおなじであり， 同害の初版か第2版かが,BC9のこの項目と同一
のようである。一瞥したかぎりでは，国民文庫訳と変わりはない。
ついでにいえば，第55巻に＜トロッキ—>の項目はなく，＜トロッキズム＞や＜トロ
ッキーージュノビェフ反ソビエト・プロック＞といった項目だけはある。
レーニンについては.<レーニンおよびレーニン主義＞という項目であるが（第36巻，
1938年，欄数317-483),はじめは，「スターリンのレーニン論」(11.CTaJIHH O JleHHHe) 
と題する節で， 1920年4月23日の「プラヴダ」 86号にのせられたもの以下，スクーリン
の論文がつづく。そして， 「伝記」の題する無署名の節が終ると， 「レーニン主義の基
礎」「レーニン主義の諸問題」は， ふたたびスクーリンの著作の再録にほかならない。
「正統なる後継者」の地位をしめすものであろうが，対照的な3者の項目である。
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義，党史」からはじまる区分と配列は，第41巻以降のものである。「目次」 (orJiaBJieHHe)
という形で，各項目の執筆者を一覧できるのも第1V期では唯一で， 2ページ弱の「編集部
より」がついているのも82), 第1巻第65巻いらいのことである。異例をあげつづける
なら，つづいて，机の前に立ったレーニン，軍服姿のスターリンの彩色絵が各1枚づつあ
ることも， おなじである83)。内容については，ここでふれる必要もなかろう。この巻に
よって，全66巻の刊行は完結したのである。それゆえ，ここで，本文中でも跡を追ってき
た各巻の監修者の変化を，第3表としてまとめ，それによって， 「初版」の形式的，外見
的な素描とその変化をたどってきた本稿の終りとしよう 84)。本稿中で残したことや，興
味のありそうな項目の紹介を中心とするより内容的な問題は，いずれ機会をえて，順次お
こなうことにしたい85)。はじめにおねがいしたとおり， わたくしの誤解，誤読を含め，
「初版」についての御教えを乞う次第である。
82) 「編集部より」の内容は，他の巻のと同様に別の機会にゆずるが， その末尾で， 「本
巻の刊行をもって，初版は完全に実現された」と宜言されていることをが注目をひく。
「索引」巻などは，語られていない。
83)他の巻で，巻頭に写真がかかげられたのは，編集関係者の死のばあいで，それもボク
ロフスキー，ルナチャルスキー，クイプィシェフの3人だけである。
84)本書の価格については， 1930年の第19巻末尾の「広告」に， 1巻当り 6ループリ50カ
ペイク，予約金は5ループリ（最終巻で償却）とあるほかは， 1940年の第45巻の挿入紙
片「予約者へのおしらせ」に， 「原材料と印刷労働の騰貴のため」第45巻から 1巻当り
25ループリに値上げされる旨が記されているのを見出しえたにとどまる。
85) 「ソビエト大百科」のいくつかの項目は，かつてわが国でも禰訳されたことがあり，
たとえば，『日ソ関係図書総覧』（岩崎出版社， 1968年）には，そうした図書を＿異訳
も1点と計えてではあるが一一・19点あげている。これに，註81)であげた『スクーリン
小伝」のように，実質上おなじものをくわえれば，訳の数は一層ふえよう。けれども，
そのうち， 1955年前後に出されたものは，初版のではなく，第2版ないしはその他のも
ののようであり，初版の訳と想像されるものは，筆者末見のものが多く，未だ対照しえ
ていないので，初版の訳された項目一覧をかかげることは，いずれ機会をえたのちのこ
とにしたい。
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第 3表
1標題紙登場者一覧（第1巻での順位と以下での登場順による）
①プハーリン (H.11.ByxapHH) ⑮ザトンスキー (B.TI.3aTOHCK雌）
②クイプィシェフ (B.B.Ky猷ohlllleB)
③ポクロフスキー(M.H.IloKpoacK雌）
④プロイド (f.1.Bpo肛o)
⑥メシュチェリヤーコフ CH.JI.Meme-
p皿 OB)
⑥クリッツマン (JI.H.KpHUMaH) 
⑦ラーリン (IO.JlapHH) 
⑧クルジジャノフスキー (f.M.Kpm11-
況aHOBCK雌）
⑨ミリューチン (B.Il.MHJJlOTHH) 
⑩オシンスキー (H.0CHHCK皿）
⑪プレオプラジェンスキー (E.A.Ilpe-
OopameHCK皿）
⑫ラデック (K.Pa仄eK)
⑬スチェパーノフースクヴォルツォフ
(1. CTenaaoa-CKaopuoa) 
⑭ミュミット (0.IO. IlMH.lT) 
⑯モロトフ (B.M.MoJioToB) 
⑰ルーキン (H.M.JI沢HH)
⑱ロートシュタイン (<1>.A.PoTWTeil:H) 
⑲ハラトフ (A.B.XaJiaToB) 
⑳ピャータコフ (IO.JI.TT.11TaK0B) 
＠レーベジェフーポリャンスキー (T.1. 
Jleoe仄es-no証 HCK皿）
⑫クルーミン cr.1.KpyMHH) 
⑬ペトロフ (<1>.H.TTeTpoB) 
＠ザスラフスキー cn.c.3ac孔aBCKHil:)
⑮ケルジェンツェフ(TT.M.Kep:lKe~eB) 
⑯ヴォロシーロフ (K.E.BopoIIIHJIOB) 
＠ヴィシンスキー (A.SI.BbfllIHHCK雌）
⑱ロゾフスキー (A.Jlo30BCKH8) 
⑲ヤロスラフスキー(EM.只pocJiaBCK雌）
⑳バビーロフ (C.H.BaBHJIOB) 
註）⑨は第9-20巻（編集陣記号E-I)の間 B.MIIJJlOTHHと，父称の頭文字 TI.を
欠いた形で記されており，また⑭も，第1-2巻（編集陣記号A)だけ， 「全体監修
者」欄では， 0.liMl.lTと，父称の頭文字 IO.を欠いた形で記されている。そのほ
か，⑮は，第13巻で B.A. 3aTOHCKHitとなっているが，これは誤植であろう。
直監修者変遷＿覧
1. 監修者名は，標題紙登場者一覧の各人の頭に付した番号によりしめす。
2. 0なしの太字数字は，それ以前の巻に較ぺて変動のあったところをしめす。下線を
付したものは，新規に登場したものであり，除かれたものは，右端にしめした。
3. 黒抜き数字は，死亡により黒枠が付せられていることをしめす。
4. 左端のA,B, C……は第2表に対応する監修陣記号である。
5. 行の変更は／でしめしたが, I-N間で人名の途中で切られているものは．／で区
切った．それゆえ，／で区切られたものは，区切り前のものが次行におよんでいるこ
とをしめす。
6. 標題紙一覧の註でのべた O.IO.llMH.ZlTの IO.の有無による区別 (A')• およ
び，行末の切り方のちがいによる区別で本表では表現できないものCK')は省略した。
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A :no且OBW.EAPE八AKUHEA/
①②／⑧④／⑥⑥／⑦⑧／⑨⑩／⑪⑫／⑬⑭／ 
r JIABHhIA PE八AKTOP/⑭
:2 3 3 
〔以下K"'まで同じ形式ゆえに， Tio.no6~eA pe仄aKnHeA および fJiaBHhIA 
pe仄aKTop/⑭を省略する〕
B : ①R/⑧旦／⑥⑥/4 8/c ⑨ 12/⑩⑪／⑬⑭／ 
C : ①R/⑧⑮／⑥⑥ /1617④ /18⑧／⑦⑨⑫／⑩⑪／⑬⑭／ 
D : ①②／⑧⑮ /6⑥／⑯⑰④／⑱⑧／⑦⑨⑫／⑩⑪／⑬⑭／ 
E : ①③／⑧⑮／⑥⑥／⑯⑰ 9/⑱⑧／⑩⑬ /71! ⑭／ （④⑫⑪除かれる）
F : ①③／③⑮／⑥⑥／⑯⑰⑨／⑱⑧／⑩⑦ 14/⑲／ （⑬除かれる）
G : ①③／⑧⑮／⑥⑥／⑯⑰⑨／⑱⑧／狸⑦⑭/10⑲/ 
H : ①②／③⑮ /185/⑥ 8/20⑰⑨／⑦⑲⑲ /14/ C⑯除かれる）
I : ②③ 1/⑮⑱／⑥⑥／⑧⑳／⑰⑨⑦／⑩⑲／⑭／ 
I': ③⑧①／⑮⑱／⑥⑥／⑧⑳／⑰⑨／⑦⑩⑲／⑭／ 
J :R ③①／⑮⑱／⑥⑥／⑧⑳／紅／⑰⑨⑦／⑩⑲／⑭／
JI ; ③R①／⑮⑱／⑥⑥／⑧⑳／⑪／⑰⑨ 8/⑩⑲／⑭／ 
K : ③①⑮／⑱⑥／⑥⑧／⑳＠／⑰⑨／⑩⑲／⑭ / (88除かれる）
K" : ③①⑮／⑱⑥／⑥⑧／⑳＠／⑰⑨／⑩⑲⑭／ 
K"':8①⑮／⑱⑥／⑥⑧／⑳＠／⑰⑨／⑩⑲⑭／ 
L : non OBIJJ.EA PE.llAKUHEA/ 
R①⑮／⑱⑥／⑥⑧／⑳⑪／⑰⑨／⑩⑲⑭／ 
r JIABHbIA PE八AKTOP/⑭/3AMECT11TEJI11 r JI.PE仄AKTOPA/荏笞
〔以下Nまで同じ形式ゆえに， no.1 o6me8 p仄aKuHeHを省略する．また， Tま
での間， fJiaBHhlHpe仄aKTOpを rn.pe.1. と， 3aMeCTHTeJIHrJI. pe,llaKTOPを
3aM. rn. pe.1. と，それぞれ略記する〕
M:8①⑮／⑱⑥／⑥⑧／＠⑰／⑨⑩／⑲⑭／ （⑳除かれる）
rn. pe.11./⑭ /3aM. rn. pe仄．／⑫⑬
N:8⑮／⑱⑥⑥／⑧⑪／⑰／⑨⑩⑲／⑭／ 
rn. pe几／⑭/3aM. rn. pe.11./⑫⑬ 
（①除かれる）
0 : rn. pe凡／⑭/3aM. rn. pe.zt./⑫⑬ （「全体監修者」全員除かれる）
p : rn. pe凡／⑭/3aM. rn. pe仄．／⑬ （⑫除かれる）
Q : rn. pe仄．／⑭/3aM. rn. pe八．／⑬吐
R : r JI.pe.zt./⑭ /3aM. rn. pe凡／⑬18⑳ 
s : rn.pe.zt./⑭ /3aM. rn. pe凡／⑬匝／⑱⑳
101 
234 闊西大學『紐清論集』第21巻第2号
S': fJI. pe仄．／⑭/3aM. rJI. pe凡／⑬魯／⑱⑭
T : fJI. pe仄．／⑭/3aM. rJI. pe凡／⑬⑱ （⑲⑳除かれる）
. ............. ・・・・・・・・・-・-・-・・・-・・・-
u:no八PEJJ:AKU11EA/
2621/2128/@⑱⑭／＠ 
〔以下Wまで同じ形式ゆえに， ro仄.peJJ.&KUHeAを省略する〕
v: ⑯＠堕/28@@/⑱⑭ （＠除かれる）
W: 30⑯ @/21⑱ @/⑱⑭ 
註） L-T間で 3aM.rJ. pe凡と略記したものの原綴は， Lのところに記しておいた
が， L--'Q間では原綴自体が rn.と略記されているのにたいし， R-T間では
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fJIABHOroと記されている．また 3aMeCTHTeJIHは， Pのさいは 1人であるの
で，当然， 3aMeCTHTeJlbと単数形である. A-N間の「全体監修者」名， u-w
間の「監修者」名が生格形であることはいうまでもない．
